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RETAS STUDIO

はじめに

第1章

この章では、CoreRETAS の概要およびセットアップの方法について紹介し
ます。

Step:01 RetasStudio のワークフロー 8

Step:02 CoreRETASの特徴 10

Step:03 CoreRETASのワークフロー 12

第
１
章

は
じ
め
に

■操作表記について
	 本書の操作表記は、特に断りがない限りWindows版で記載されています。
	 Mac OS X 版については、下記の通りに読み替えてください。読み替えることで、WindowsとMacOSで操作上同じ意味を持ちます。

Windows Mac OS X

[Alt] キー [Option] キー

[Ctrl] キー [Command] キー

[Enter] キー [Return] キー

[Backspace] キー [Delete] キー

マウスボタンを右クリック [Control] キーを押しなが
らマウスボタンをクリック

■注意表記について
	 本文の末尾などに、その操作に関連する事柄などについて、記号を付記して解説しています。

! 注意 : RetasStudio の操作を行ううえで、間違えやすい項目や、気をつけるべきことが書かれています。

RetasStudio の操作を行ううえで、操作の参考になることや、補足説明などが書かれています。

 
■掲載画像について
	 本書に掲載されている画像は、開発中のものが含まれています。実際とは異なる場合がございますのでご了承ください。

本書をお読みになる前に
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ここでは、RetasStudio による作業の流れについて説明します。

アニメーションの制作工程におけるRetasStudio の各アプリケーションの位置付けは以下のようになっています。
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ここでは、CoreRETASの特徴について説明します。

CoreRETAS とは
CoreRETASは、アニメーション制作における撮影 (カメラワーク )の工程を行なうツールです。

背景や彩色されたセルは一つ一つバラバラの素材であり、これらを撮影の段階でひとつの映像 (カット ) へとまとめていきます。
CoreRETASではタイムシートを使用してそれぞれの素材を適切な位置とタイミングで配置し、様々な演出効果を加えて撮影を行います。
かつて、セルやフィルムを使用して行なわれていたカメラワークの工程をパソコン上でそのまま再現した、いわば「デジタルの撮影台」、そ
れがCoreRETASです。

新機能 1. カメラワーク機能の強化
モーションパス、 3D カメラワーク、マルチカメラ
直線や曲線の軌跡にそって、カメラやセルを移動させる [ モーションパス ] 機能、レイヤー
を三次元的に回転させることで背景やセルに立体感を出す [3Dカメラワーク ]機能、複数の
カメラを一枚のタイムシートで管理できる [ マルチカメラ ] 機能など、様々な演出効果を実
現する新たな機能が加わりました。

新機能 2. 高速化　
高速レンダリング、インテリジェント・キャッシュ
高速レンダリングエンジンを新たに採用し、今まで時間のかかっていた処理を重点的に高速
化しました。インテリジェント・キャッシュ機能により不必要なレンダリングも最大限カッ
トし、スムーズに作業を進めることができます。

新機能 3. 特殊効果機能の強化
大幅に強化されたエフェクトフィルタや合成モードによって高度な映像表現を可能にしま
す。　

新機能 4.　ラスター・ベクター両対応
ラスター画像に加え、解像度フリーのベクター画像を使用可能です。高解像度のHD画像へ
の対応や、ベクター画像のFlash形式への書き出しも可能です。用途や解像度に合わせて様々
な書き出しが可能で、ワンソース・マルチユースを実現します。

新機能 5.　その他の新機能
チームでの作業を効率化する管理機能や、ショートカットのカスタマイズなど、その他にも
便利な新機能が満載です。
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CoreRETAS のワークフロー
03

ここでは、CoreRETASによるデジタル撮影の流れについて説明します。

CoreRETAS は、 背 景 や セ ル な ど
RetasStudio で作成されたアニメ用の
画像を読み込んで、カメラワークの付い
た最終的なカットを出力します。

フィルムを利用していた頃から、アニメ
業界で使用されてきた伝統的な「タイム
シート」をそのままウィンドウとして再
現しているため、初めてデジタルアニ
メーションに取り組む方でも直感的に理
解しやすく、簡単に操作を習得すること
ができます。

1. 素材の読み込み

2. タイムシートの作成 3. カメラやレイヤーの動きを設定

素材となる画像ファイルを [ セルバンク ]
へ読み込みます。他の RetasStudio の製
品を使用している場合、カットフォルダを
直接読み込むことができます。

キーボードからセル番号を入力してタイム
シートを作成します。デジタル作画で、既
にタイムシートが用意されている場合はこ
の工程は不要です。

カメラやレイヤーに動きをつけます。カメラま
たはレイヤーに対して、 [ 動き始め ] と [ 動き
終わり ] をキーフレームとして指定します。
キーフレームの間を自動的に分割し、間を補完
するカメラやレイヤーを生成する中割りを行な
います。 [ 加速 ][ 減速 ][ サインカーブ ] など、
様々な中割り方法を選択できます。

［カットフォルダ］

6. レンダリングの設定 7. 書き出し

レンダリング精度、テレシネ（24 － >30
コマ）変換などの、レンダリングに関する
設定を行います。

ムービー、または連番静止画の画像ファイ
ルとして作品を書き出します。

4. RAMプレビュー 5. 特殊効果

［RAM プレビュー ] 機能により、正確なタ
イミングでカメラワークを確認しながら作
業を進めることができます。　

特殊効果が必要な場合は、レイヤーまたは
カメラに対し [ エフェクト ] を追加します。
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CoreRETAS のメイン画面
01

ここでは、CoreRETASが使用するウィンドウ・パレットについて紹介します。

撮影用タイムシートウィンドウ

[ タイムシート ] ウィンドウはCoreRETASの作業の中心となる
ウィンドウです。各レイヤーのタイミングや重ねあわせをコント
ロールします。
従来のCoreRETASとの互換性を保った [2Dモード ]のタイム
シートと、3次元的なカメラワークを実現する [3Dモード ]のタ
イムシートがあります。

ステージウィンドウ

ステージ上に配置された [背景 ] や [ セル ] に対し [ 移動 ]、[ 拡大・
縮小 ]、[ 回転 ] などのパラメーターをコントロールしながらカメ
ラワークを付けるためのウィンドウです。

セルバンクパレット

カット内で使用する全ての画像データを管理するパレットです。
単色で塗りつぶされた [色平面 ] を発生させることもできます。

レイヤー設定パレット

[ 合成モード ]、[ 透過指定 ]、[ 投影方法 ] など、レイヤーに対す
る各種設定を行います。

レンダリングウィンドウ

タイムシートとステージの設定に従ってカメラで撮影された画像が
表示されます。
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中割りパレット

[カメラ]や [タップ]、[レイヤー]にキーフレームを設定し、[加速]
[ 減速 ][ サインカーブ ][ 多項式 ] 等、多彩な設定で中割りを行うこ
とができます。

モーションパスパレット

ステージ上で直線や曲線を描画し、その軌跡（モーションパス）に
沿ってカメラやレイヤーを動かすことができます。

エフェクトパレット

特殊効果用のエフェクトを管理することができます。
複数のエフェクトを組み合わせ、[エフェクトセット ]として使用
することもできます。

書き出しキューウィンドウ

複数のカットを連続書き出しする際に、書き出しの対象となるカットを一覧表示します。
書き出しキューの実行や停止などを行います。
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タイムシートとステージとは
02

ここでは、タイムシートとステージの概要について説明します。

タイムシートウィンドウ
[ タイムシート ]ウィンドウは、セルの [重ね合わせ ]順と [ タイミング ]をコントロールします。アニメ業界で標準的に使用されている伝
統的なタイムシートのデザインを採用しているため、直感的に理解することができます。
「Stylos」、「TraceMan」、「PaintMan」で作成したタイムシートは、[別名で保存 ...] コマンドを使用するだけでCoreRETAS用のタイム
シートとしてそのまま利用できます。
同一のシートを複数のウィンドウで開く事ができるため、離れたフレーム間も簡単に確認することができます。タイムシートにサウンドファ
イルを貼り付けて、音声とのシンクロ状態を確認する事もできます。

ステージウィンドウ
撮影を行うために、[ステージ ]と呼ばれるウィンドウに [背景 ] や [ セル ] 等の素材とカメラを配置します。
ステージ上に配置した素材は、自由に [移動 ]、[ 回転 ]、[ 拡大・縮小 ]をコントロールすることができます。
ステージ上の素材は、 [ タップ ] の機能を使用してグループ化することができます。

1

2

3

1  フレーム ( コマ )
	 タイムシート上で横方向にのびるそれぞれの行を「フレーム」と呼び、上から順に「1フレーム目」、[2フレーム目 ]…と数えます。

2  レイヤー
	 タイムシート上で縦方向にのびるそれぞれの列を「レイヤー」と呼び、画像の重ね順を指定します。
	 左側ほど下、右側ほど上になります。

3  サウンドレイヤー
	 サウンドファイルを [サウンドレイヤー ]へ読み込むことができます。
	 また、サウンドファイルの開始位置をずらすことも可能です。
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セルバンクとは
03

ここでは、セルバンクの概要について説明します。

:
 CoreRETAS

レイヤー設定とは
04

ここでは、レイヤー設定の概要について説明します。

CoreRETASでは、素材として利用する画像をまずレイヤーごとに [セルバンク ]に登録してから撮影を行いますが、複数のレイヤー間で
同じ画像を共用したい場合は、[セルバンク ]を共有すると便利です。

[セルバンク ]に登録した画像の [合成モード ]や [ 透過指定 ]などを行う設定です。設定は、[レイヤー設定 ]パレットで行います。

1

2

1 	撮影用タイムシートでは、[セルバンク選択]メニューによって、レイヤーごとにどの[セルバンク]の画像を使用するかを設定しています。

2 	[ セル番号 ] は、[ セルバンク ]に登録した画像の連番に対応しています。

もし「A」セルから「J」セルまでの10種のレイヤーに同じ画像を使用したい場合、画像フォルダから [セルバンク ]へ 10回も同じ画像
を登録するのは手間がかかります。そこでそのような場合は、各レイヤーの [セルバンク選択 ]メニューで同一の [セルバンク ]を設定する
だけで、画像を共用することが可能です。

例 : 「A」～「J」セルで、セルバンク「A」を共用。

合成モード
レイヤー同士の合成モードに関する設定を行います。
例：乗算合成　下のレイヤーの合成結果に対して、自身のピクセルを乗算し、その結果を255（8bit 時）で割ります。

透過指定
レイヤーに登録された画像のどの部分が透明であるかを設定します。
例：白透過　画像の中の完全な「白」（RGB=255,255,255）のピクセルを透明にして合成します。

[2値トレース ]画像
（人物の後ろが、RGB=255,255,255）

背景 撮影結果
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ここでは、タップの概要について説明します。

[ タップ ] とは、複数のレイヤーに同じ動きをさせる場合に便利な機能です。

※�下図は、CoreRETASにおける [ タップ ] の概念を説明するために、アニメ制作現場で使用されている「タップ」を模式的に表現したも
のです。実際に下図のように表示されるわけではありません。

[タイムシート ]ウィンドウからそれぞれの [セル ] レイヤーを同一の [タップ ] に接続するだけで、複数のレイヤーのパラメータ ([T 位置
X,Y,Z][T スケールX,Y][T 回転 X,Y,Z][T 中心 X,Y]) を共有し、まとめて動かすことができます。

アニメの製作工程において、顔のセルを「A」セル、手のセルを「B」セルとして、複数のセル (レイヤー )に分けて作画することは一般的
に行なわれています。
しかしその場合、「A」セルだけをスライドさせると「B」セルは動かないので、「A」セルと「B」セルの位置がずれてしまいます。

ずれないようにするためには、「A」セルと「B」セルに全く同じ動きをさせる必要がありますが、「A」セルに行なったのと同じスライド操
作を「B」セルに対しても行なうのは2度手間ですし、例えば「A」～「J」セルなど、10種ものレイヤーに同じ動きを付ける場合には同
じ操作を10回行なう必要があり、効率的ではありません。

そこでCoreRETASでは、[セル ] を動かしたい場合は [セル ] そのものを動かすのではなく、まず各 [セル ] のレイヤーを [タップ ] とい
うものに接続し、その [タップ ] を動かすことによって、同じタップに接続されたレイヤーがまとめて動くという仕組みになっています。

複数の紙を挟んでまとめるクリップを想像すると分かりやすいでしょう。

素材

ＢセルＡセル

タップ

[ タップ ] はタイムシートの [タップ選択メニュー ]で設定します。
[タップ ] に接続したレイヤーを、単独でずらしたり動かしたりする場合は、レイヤーごとにオフセットします。

「A」セル・「B」セルが「#01」タップに接続してある場合、「#01」タップを動かすだけで、双方のセルを同じように移動させることができます。
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中割りとキーフレームとは
06

ここでは、中割りとキーフレームの概要について説明します。

中割り
[ カメラ ] や [ タップ ]、[ レイヤー ]に動き始めと動き終わりのフレーム（キーフレーム）を設定し、その間のフレームのパラメータを自動
で生成する（中割り）を行うことができます。[加速 ][ 減速 ][ サインカーブ ][ 多項式 ] など、多彩な設定で中割りを行うことができます。

キーフレーム
キーフレームには [連続キーフレーム ]と [ 非連続キーフレーム ]の二種類があります。
[連続キーフレーム ]と [ 非連続キーフレーム ]を使い分けることにより、きめの細かい中割りを行うことができます。

・ [ 連続キーフレーム ] の中割り（スプライン区間）
	 [ スプライン区間 ]の途中で [連続キーフレーム ]を使用すると、（3つ以上の）キーフレーム間の変化率を滑らかに補完したひと続きの

中割りが行われます。

連続キーフレーム

・ [ 非連続キーフレーム ] の中割り
	 [ 非連続キーフレーム ]または [ スプライン区間 ]以外で [ 連続キーフレーム ]を使用すると、各キーフレームの間がそれぞれ独立した区

間として中割りが行われます。

非連続キーフレーム
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カットフォルダを理解する
07

ここでは、RetasStudio の画像管理システム、カットフォルダについて説明します。

カットフォルダとは
アニメーションの制作は、多量の画像ファイルを扱う共同作業になりますので、個人個人が無造作にファイル名やフォルダ名を付けると、ファ
イル名を付けた当人以外には画像の保管場所や画像の内容が分からず、分業ができなくなってしまいます。

そのため、RetasStudio では、沢山の画像ファイルを効率的かつ体系的に管理するために、フォルダ単位で画像ファイルを管理する方法が
とられてきました。

この画像管理方法を「カットフォルダシステム」と呼びます。

「カットフォルダシステム」に準拠した画像ファイル管理を行うことによって、異なるプロダクション間でのデータのやりとりがスムーズに
なります。

カットフォルダシステムでは、そのカットで必要なデータは全て、「カットフォルダ」と呼ばれるフォルダの中に保存されます。

また、RetasStudio では、カットフォルダの中に「作品名」「シーン番号」「カット番号」などの、カットに関する基本的な情報が記録でき
るようになり、文字情報を記入できる「掲示板」や、文字では伝達が難しい指示に便利な「手書きメモ」などの機能も追加され、従来は紙
に記入していたさまざまな伝達事項を全てカットフォルダ内にデータとして記録することが可能になりました。

これによって、RetasStudio においてはカットフォルダとは別に、作業指示などを紙で作成する必要がなくなり、カットフォルダを送るだ
けで全ての作業指示を相手に伝えることができるため、完全ペーパーレスの作業環境を実現できます。

2 種類のカットフォルダ
カットフォルダには、目的に応じて、「作画カットフォルダ」と「彩色カットフォルダ」の2種類があります。

作画カットフォルダ
・「レイアウト」（Layout）
・「原画」（Key Animation）
・「動画」（Inbetween）
・「背景」（BG）
・「タイムシート」（sxf）
・マネジメントファイル（mn6）

から構成された、

・Stylos での作画

に使用するカットフォルダです。

彩色カットフォルダ
・「レイアウト」（Layout）
・「背景」（BG）
・「セル」
・「タイムシート」（tsf）
・マネジメントファイル（mn6）

から構成された、

・TraceMan でのスキャン・トレース
・PaintMan での彩色
・CoreRETAS での撮影

に使用するカットフォルダです。

P O I N T

仕上げ書き出し
Stylos で作画の終わった「作画カットフォルダ」は、[ファイル ]メニュー→「書き出し」→「仕上げ」を選択することによって、仕上げ書き出しを行い、「彩
色カットフォルダ」に変換します。
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作画・彩色カットフォルダを新規作成する
作画カットフォルダ（Stylos のみ）または彩色カットフォルダ（Stylos 以外）は以下の手順で作成します。

[ファイル ]メニューから [新規 ]→ [カットフォルダ ...]、または [ファイルブラウザ ]上で [新規カットフォルダ ...] ボタンを選択すると、[作
画カットフォルダ ]ダイアログまたは [彩色カットフォルダ ]ダイアログの基本設定メニューが表示されます。

[ 作成場所 ]
右側のボタンをクリックすると、[フォルダの参照 ]ダイアログが
表示され、作成先フォルダを選択できます。

[ 基本情報 ]
・[ 作品名 ]
	 作品名を入力します。
・[ 話数 ]
	 話数を入力します。
・[ シーン ]
	 シーン番号を入力します。
・[ カット番号 ]
	 カット番号を入力します。

[100 フレーム ]
	 [100フレーム ]の単位、幅、高さを一覧から選択できます。
・[ 単位 ]　
	 [100フレーム ]の [ 基準解像度 ]の単位を入力します。
・[ 幅 ]
	 [100フレーム ]の [ 基準解像度 ]の幅を入力します。
・[ 高さ ]
	 [100フレーム ]の [ 基準解像度 ]の高さを入力します。
・[ 解像度 ]
	 [100フレーム ]の [ 基準解像度 ]の解像度を入力します。
・[ 用紙の余白 ]
	 指定した用紙の余白が確認できます。

[ レイヤー数 ]
カットフォルダで使用するレイヤー（セルレイヤー）の数を入力し
ます。

[ タイム ]
カットの尺（長さ）を入力します。

[ メモ ]
メモを入力できます。

[ カットフォルダ名 ]
・[ 自動生成 ]
カットフォルダ名をシーン番号やカット番号などから、自動生成で
きます。以下のパターンから選択します。
	 [C - + シーン + カット ]
	 [ シーン + カット ]
	 [ 話数 + シーン + カット ]
	 [ 作品名 + 話数 + シーン + カット ]
・[ フォルダ名 ]
カットフォルダ名を自動生成しない場合はフォルダ名をフィールド
に手入力します。

[ タイムシート ]
・[ タイムシートを作成する ]
新規カットフォルダと同時に、タイムシートを作成します。

[100フレーム ]の用紙メニューで「カスタム」以外の用紙を指定
した時は、[幅 ][ 高さ ] のサイズ変更ができません。

上セル・下セルを設定する
上セル、下セルは、それぞれのセルレイヤーの上または下に従属するレイヤーです。「A」セルの上セルまたは下セルを作成した場合、タイムシー
ト上で [セル番号 ]以外のパラメーターはすべて「A」セルと共有されます。

[カットフォルダ ]ダイアログで [次へ ] ボタンを押すと、[レイヤー設定 ]の設定画面が表示されます。

[ 作成場所 ]
右側のボタンをクリックすると、[フォルダの参照 ]ダイアログが
表示され、作成先フォルダを選択できます。

レイヤー設定メニュー
	 上セル、下セルを作成したセルレイヤーを選択します。
・[ 上セルを作成する ]
	 選択されたレイヤーに対して [上セル ] のサブセルフォルダを

作成します。
・[ 下セルを作成する ]
	 選択されたレイヤーに対して [下セル ] のサブセルフォルダを

作成します。

・[ 戻る ] ボタン
	 ダイアログの設定画面を一つ前に戻します。

・[ 次へ ] ボタン
	 ダイアログの設定画面を一つ後に進みます。

・[OK] ボタン
	 ダイアログの設定に従って、新規カットフォルダを作成します。

・[ キャンセル ] ボタン
	 新規カットフォルダの作成を中止します。
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カットフォルダの構成要素
カットフォルダには、以下のような構成要素があります。

1. セルフォルダ…動画用
BG（背景）、Aセル、Bセル、Cセル等の画像は、それぞれフォ
ルダの中に保管します。
原則として、フォルダの名前とレイヤー名は一致させるようにしま
す。
Aセルの画像は「A」のフォルダに、B セルの画像は「B」のフォ
ルダに保管するようにしてください。
CoreRETASは、「カットフォルダ」を読み込む際に、画像レイヤー
のフォルダ名と同じ名前（-BG、A 〜 Z...）のサブフォルダがある
場合には、そのフォルダを「セルフォルダ」として認識します。
CoreRETASは「セルフォルダ」をセルバンクに登録し、同名の
セルレイヤーに対してリンクします。
通常、BG（背景）等は「-BG」のように、フォルダ名の最初に「-
（ハイフン）」あるいは「_（アンダーバー）」を付けます。

3. 画像ファイル…原画・動画・背景用
セルフォルダの中には、そのレイヤーで使用される画像が保管され
ます。
カットファイルシステムでは、原則として以下の様な命名方法をと
ります。

レイヤー名　＋　連番（4 ケタ〜）　＋　拡張子

「レイヤー名」部分は、原則としてアルファベット1 文字（半角英
数字）が使用され、各々Aセル、Bセルなどに対応します。

「連番」部分は、必ず桁数を揃えた数字（4ケタ〜・半角）にして
ください。
通常、連番数字は「0001」から始め、「0000」は使用しません。
　
例 : A セルの画像レイヤーフォルダ
A0001.png　　
A0002.png
A0003.png
A0004.png
　　　　　・
　　　　　・
不適当な例 :
A0000.png　　数字 ( 連番 ) 部分が「0」になっている。	
A1.png　　　　「連番」部分の桁数が少なすぎる。
A0002　　　　 拡張子がついていない。

ファイル名の「拡張子」以外の部分については、必ずしも定められ
た命名法に従わなくても、RetasStudio システムで使用可能です
が、間違いを防ぐため、上記規則にしたがうことを推奨します。

4. タイムシートファイル…sxf/tsf 
RetasStudio で作成したタイムシートのファイルです。以下の2
種類があります。

・作画用タイムシート（拡張子 *.sxf）
・撮影用タイムシート（拡張子 *.tsf）

2. サブセルフォルダ…合成動画用
サブセルレイヤーは、セルレイヤーに従属する画像のレイヤーで、
上セル・下セルの2種類があります。
主に「合成動画」のために使用されますが、特に理由が無い場合は、
「合成動画」の処理には「下セル」を使用してください。
CoreRETASは、「カットフォルダ」を読み込む際に、カットフォ
ルダの中のセルフォルダをサーチして、「セルバンクへの登録」と
「透過設定」を自動的に行いますが、「セルフォルダ」の中にサブフォ
ルダがある場合には、以下の手順に従ってセルバンクへの登録を行
います。

セルフォルダの一つ下の階層に、セルフォルダと同じ名前（-BG、
A 〜 Z...）のサブフォルダがある場合には、そのフォルダをセルバ
ンクに登録し、同名のセルレイヤーに対してリンクします。

「（画像レイヤーの）フォルダ名」の後ろに「＋」、または「−」の
名称を持つフォルダがセルフォルダの一つ下の階層にある場合に
は、各々のフォルダをセルバンクに登録し、「画像レイヤー」の「上
セル」「下セル」として登録します。

それ以外の画像ファイル、フォルダは、CoreRETASによる自動
読み込み・登録の対象にはなりません。

作画用
タイムシート

撮影用
タイムシート

バッチ処理の対象外になるフォルダ
「-BG」「-LO」のように、フォルダ名の先頭に「-（ハイフン）」また
は「_（アンダーバー）」が付いているフォルダ、またはフォルダ名
に「BG」を含むフォルダは、RetasStudio によるバッチ処理の対
象外になります。
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5. マネジメントファイル…mn6
このファイルは、RetasStudio の各アプリケーションが作業に必
要な様々なデータを記録するためのファイルです。

・マネジメントファイル（拡張子　*.mn6）

RetasStudio は、フォルダの中にマネジメントファイルが置いて
ある場合にのみ、そのフォルダをカットフォルダとして認識し、各
種処理・設定の自動化を行います。
マネジメントファイルは、RetasStudio が「新規カットフォルダ」
を作成する際に同時に作成され、それ以外の方法でユーザーが任意
に作成することはできません。
RetasStudio の各アプリケーションは、マネジメントファイルの
情報をもとに、各種設定を自動的に実行します。
また、RetasStudio の各アプリケーションソフトは、必要に応じ
てその内容を書き換えます。
したがって、ユーザーが直接「マネジメントファイル」を移動・削
除・変更することは禁じられています。
もし仮に、ユーザーが直接「マネジメントファイル」を移動・削除・
変更した場合には、既に作成されたタイムシートのデータ等が破損
することはありませんが、各種設定を手動で行わなければならない
場合があります。

[マネジメント
ファイル ]

Ver.5 の mng ファイル
RETAS!PRO Ver.5 で作成されたカットフォルダには、拡張子
[mng] のマネジメントファイルが入っています。

カットフォルダの運用ルール
カットフォルダの運用についていくつか基本となるルールがあります。以下の点に注意してください。

カットフォルダ名の基本形
推奨するカットフォルダ名の基本形は以下になります。
例 : カット番号 12　			  C-012

カットがいくつかのシーン (シークエンス )で構成されている場合には、[-] で区切って記述します。
例 : シーン 07 のカット番号 20　	 C-07-20

兼用で複数のカットナンバーを持つカットフォルダの名称は、カットナンバーをカンマ (半角 ) で区切って記述します。
例 : カット 17、19、22 兼用		  C-017,019,022

カメラワークなどのフレーム指定をスキャンした画像ファイルは、-FRAME( または FRAME) という名称のフォルダに格納します。
例 : 				    -FRAME

1. ファイルの移動・複製・削除は、必ずフォルダ単位で行う
RetasStudio で取り扱う画像は、フォルダ単位で取り扱います。カットフォルダを読み込んだ後で画像ファイルを移動することは、シート
との整合がとれなくなるなど思いがけないトラブルの原因になります。
またファイルが１つしかない場合でも、必ず専用のフォルダを作りその中に保存することを心がけてください。

2. 不必要なファイルをフォルダに入れない
同様な理由から、不必要なファイルを動画ファイルと同じフォルダに格納すると、ファイルプレビューワやセルバンクなどに動画を登録す
る際にズレが生じます (「RetasStudio における動画番号の扱い」を参照 )ので、作業過程で作成された中間ファイルなどは、カットフォ
ルダの中に専用のフォルダを作って保存してください。

3. バッチ処理の対象にしたくないフォルダ
背景や中間素材など、TraceManによるサブフォルダのバッチ処理対象に含めたくないフォルダは、「-BG」「_temp」の様に、フォルダ名
の先頭に「-( ハイフン )」「_( アンダーバー )」を付けることによって、バッチ処理の対象から外すことができます。

4. カットフォルダの外にある画像をリンクしない
カットフォルダの外に置いてある画像ファイルをセルバンクへ登録すると、カットフォルダを移動した時にタイムシートとのリンクが外れ
てしまいます。使用する画像ファイルは必ずカットフォルダの中に保存してください。

5. タイムシートより上の階層（ディレクトリ）にある画像をリンクしない
ネスティングを行う際に、タイムシート、画像素材の全てがカットフォルダの中に保存されていたとしても、タイムシートよりも上の階層
（ディレクトリ）にある画像をセルバンクに登録すると、タイムシートを移動した際などにタイムシートのリンクが切れる可能性があります。
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ファイルブラウザを理解する
08

ここでは、RetasStudio の画像管理機能、ファイルブラウザについて説明します。

ファイルブラウザとは
[ ファイルブラウザ ]は、カットフォルダに含まれる素材の閲覧 (ブラウズ )、処理対象となるファイルやフォルダの一元管理を行います。
その他、従来は紙のカット袋に直接書き込まれたり、メモ用紙の形で貼付けられたりしていた様々な作業履歴や作業に関する指示、申し送
りなどを [ファイルブラウザ ]を通してカットフォルダの中に記入・閲覧することができます。
カットフォルダを送るだけで全ての作業指示を相手に伝えることができるため、完全ペーパーレスの作業環境を実現できます。

レイアウト 背景

原画 動画
タイムシート

ファイルブラウザ

ブラウズの対象となるフォルダの登録
カットフォルダの検索・管理をするためには、まず最初にブラウズの対象となるフォルダを登録する必要があります。

1. ブラウザフォルダの編集ボタンをクリックする
[ ファイルブラウザ ]の [ ブラウザフォルダの編集 ...] ボタンをクリックします。

2. 対象フォルダを追加する
[ ブラウザフォルダの編集 ]ダイアログが表示されたら、[追加 ] ボタンをクリックします。

ブラウザフォルダ編集ダイアログの見方
・[ 追加 ] ボタン
	 クリックすると [フォルダの参照 ]ダイアログを表示します。

・[ 削除 ] ボタン
	 左のリストからクリックして選択 (青く囲まれた状態 )し、[ 削除 ] ボタンをクリックすると削除されます。

・[ 上へ ] ボタン /[ 下へ ] ボタン
	 左のリストからクリックして選択 (青く囲まれた状態 )し、[ 上へ ]/[ 下へ ] ボタンをクリックすると順序が変更されます。

1

1 	[ ブラウザフォルダの編集 ...] ボタンをクリックします。

1

3

2

1 	[ 追加 ] ボタンをクリックします。[フォルダの参照 ]ダイアロ
グが表示されたら、[ブラウザフォルダの編集 ]ダイアログに追
加するフォルダを選択します。

2 	選択したフォルダが追加されます。

3 	[OK] ボタンをクリックすると設定完了です。
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画像を閲覧する
作成したカットフォルダを選択して開き [画像 ] タブに切り替えると、画像を一覧表示します。

1

4

1

2

5

1 	カットフォルダを選択します。

2 	[ 画像 ] タブを選択します。

3 	保存場所のアドレスが表示されます。

4 	クリックすると、各セルの表示 /非表示を選択することができ
ます。

5 	すでに登録されている画像のサムネイルをダブルクリックする
と、その画像が開きます。

基本情報を閲覧する
[ ファイルブラウザ ]の情報ビューにある [基本情報 ]タブを選択すると、従来は紙のカット袋の表面に記載されていた、カットの基本的な
情報が表示されます。

・[ 情報を編集 ...] ボタン
	 [カット情報の編集]ダイアログを表示し、[作品名][話数 ][シー

ン ][ カット ][100フレーム ][ タイム ][ メモ ] について情報の
編集が行えます。

・[ 種類 ]
	 フォルダの種類を表示します。

・[ 場所 ]
	 カットフォルダの保存場所を表示します。

・[ 作品名 ]
	 作品名を表示します。

・[ 話数 ]
	 話数を表示します。

・[ シーン ]
	 シーンナンバーを表示します。

・[ カット ]
	 カットナンバーを表示します。

・[100 フレーム ]
	 100フレームの大きさを表示します。

・[ タイム ]
	 カットの長さを秒数＋コマ数で表示します。

・[ 画像枚数 ]
	 原画や動画の総数を表示します。

・[ メモ ]
	 カットフォルダ作成時に書き込んだメモを表示します。
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工程表を閲覧する
[ファイルブラウザ]の情報ビューにある[工程表]タブを選択すると、作業工程上の、担当者や上がり日など、進行状況の情報が書き込めます。

1

2 3

4

1 	工程情報
	 各工程の担当者名と上がり日が表示されます。

2 	進行の記入日
	 進行状況の確認とコメントが記入された日時が表示されます。

3 	進行情報
	 進行状況の確認とコメント、記入者名が表示されます。

4 	工程タブ
	 切り変えると、それぞれの情報の書き込みと確認ができます。

・[ 作画 ] タブ
	 レイアウト、原画、動画の工程表が表示されます。

・[ 仕上げ ] タブ
	 色指定、彩色、特効の工程表が表示されます。

・[ 撮影 ] タブ
	 背景、撮出し、撮影の工程表が表示されます。

・[ 工程を編集 ...] ボタン
	 クリックすると [工程情報 ]ダイアログが表示され、担当者名

と上がり日を記入できます。

・[ 進行を追加 ...] ボタン
	 クリックすると [進行状況 ]ダイアログが表示され、記入者名、

確認、コメ ントを記入できます。

・[ 進行を削除 ] ボタン
	 工程表に表示された進行状況欄から不要な進行情報をクリック

して選択し、[進行を削除 ]ボタンをクリックすると選択したも
のが削除されます。

工程情報ダイアログ 進行状況ダイアログ

・[ 担当者 ]
	 一度書き込んだ名前は右端のボタンをクリックするとリスト表

示され、選択できます。
	 リストには [進行状況 ]ダイアログの [記入者 ] のものも反映さ

れます。

・[ 上がり日 ]
	 チェックボックスにチェックを入れると、日付けの入力が可能

になります。
	 日付けを変更する場合は、変更したい数字をクリックして入力

します。

・[ 記入者 ]
	 一度書き込んだ名前は右端のボタンをクリックするとリスト表

示され、選択できます。
	 リストには [工程情報 ]ダイアログの [担当者 ] のものも反映さ

れます。

・[ 確認 ]
	 リストから [-][OK][NG] が選択できます。
	 [NG] を選択すると、その進行情報の文字が赤く表示されます。

・[ コメント ]
	 連絡事項などをテキスト入力できます。
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伝言板を閲覧する
[ ファイルブラウザ ]の情報ビューにある [伝言板 ] タブを選択すると、工程上の申し送りをテキスト形式で書き込むことができます。

1
2

3 4

1 	件名
	 伝言ナンバーと件名が表示されます。

2 	投稿者
	 伝言の記入者名と記入日時が表示されます。

3 	本文
	 伝言文が表示されます。

4 	リンクファイル
	 画像ファイルとリンクします。サムネイル画像をクリックする

と画像が開きます。

・[ 新規投稿 ] ボタン
	 クリックすると [投稿編集 ]ダイアログが表示され、新しい伝

言を書き込めるようになります。

・[ 投稿を編集 ] ボタン
	 編集したい伝言をクリックして選択し、[投稿を編集 ]ボタンを

クリックすると [投稿編集 ]ダイアログが表示され、伝言内容
を書き直せるようになります。

・[ 投稿を削除 ] ボタン
	 削除したい伝言をクリックして選択し、[投稿を削除 ]ボタンを

クリックすると確認ダイアログが表示され、[OK] ボタンをク
リックすると選択した伝言が削除されます。

投稿編集ダイアログ

1

・[ 投稿内容 ]
	 [ 件名 ][ 投稿者 ][ 本文 ] を書き込むことができます。ひとつで

も無記入の箇所があると投稿できません。
	 [ 投稿者 ] のリストは [工程表 ] の [ 担当者 ][ 記入者 ] のリスト

と対応しています。

・[ 色の設定 ]
	 [ 件名 ][ 本文 ][ 背景色 ] の色ボタンをクリックするとカラーパ

レットが表示され、色を選択することができます。
	 [ 初期設定 ]ボタンをクリックすると、変更前の初期状態になり

ます。

・[ リンクファイル ]
	 [ ファイルを開く ]ボタンで選択した画像のアドレスが表示され

ます。

1 	[ ファイルを開く ]ボタン
	 投稿に掲載される画像を選択できます。
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手書きメモを閲覧する
手書きメモ（文字や簡単な図形など） を、タブレットを操作して書き込むことができます。

1 2

4

3

1  [ ペン ] ツール
	 線画を描画することができます。
	 [ ペン ] ツールのアイコンをダブルクリックすると [ペンツール

設定 ]ダイアログが現れ、ペンの太さと線の色が選択できます。

2  [ 消しゴム ] ツール
	 描画された線を消すことができます。
	 [ 消しゴム ]ツールのアイコンをダブルクリックすると [消し

ゴムツール設定 ]ダイアログが現れ、消しゴムのサイズを1〜
20の範囲で選択できます。

3  ページ
	 手書きメモを書き込み、表示することができます。

4  ページ切り替え
	 現在表示中の次のページ、前のページ、先頭のページを表示し

ます。
・[ ページを消去 ] ボタン
	 現在表示中のページの描画内容を消去します。

・[ ページを追加 ] ボタン
	 新しいページを追加します。

・[ ページを削除 ] ボタン
	 現在表示中のページそのものを削除します。



46

User Guide

47

:
 CoreRETAS
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ここでは、撮影のタイミングと座標を管理する、撮影用タイムシートについて説明します。

2 種類のタイムシート
タイムシートとは、動画のタイミング、セルの重ね合わせ、座標の移動などを操作するためのウィンドウです。またRetasStudioのタイムシー
トには、主にStylos で使用する「作画用タイムシート」と、CoreRETASで使用する「撮影用タイムシート」があります。

作画用タイムシート（拡張子：sxf）
「動画のタイミング」「セルの重ね合わせ」を管理します。「原画」「動画」欄に分かれており、作画で使用する中割り記号や逆シート記号を
入力可能です。TraceMan、PaintMan、CoreRETASでも閲覧することができます。

撮影用タイムシート（CoreRETAS 用　拡張子：tsf）
「動画のタイミング」「セルの重ね合わせ」などに加えて、画像の位置座標、透明度などを管理します。CoreRETASで使用します。
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撮影用タイムシートとは
撮影用タイムシートは、作画用タイムシートと異なり、セル番号以
外にも各レイヤーごとに様々なパラメータを持っています。

フレーム ( 時間軸 )
シート上で横方向にのびるそれぞれの行を「フレーム」と呼びます。
フレームは必ず「1」からはじまり、最初から数えて12番目のフ
レームは「12フレーム目」、60番目のフレームは「60フレーム目」
のように呼びます。CoreRETASでは、フレームは最大で6000
フレームまで使用可能です。

タップ選択メニュー
[ タップ ] は、「レイヤーをグループ化」するために使用されます。
撮影用タイムシート独自の機能です。
同じタップに接続されたレイヤーは、位置・スケール・回転・中心
などのパラメータを共有するため、タップのパラメータを操作する
と、タップに接続されたすべてのレイヤーが同じ動きをします。
撮影パラメータについての詳細は、『撮影パラメータの種類』
（⇒P.50）を参照してください。

カメラタップ
カメラタップは、新規に撮影用タイムシートを作成した際にカメラ
レイヤーに接続されているタップです。
他のタップとは名称が異なるだけで機能には違いがありませんの
で、カメラレイヤーをカメラタップ以外のタップにつなぎ変えるこ
ともできますが、混乱しやすくなるので、特別な理由がない限りは、
カメラタップにはカメラレイヤーを接続してください。いずれの場
合も、カメラのクリッピング領域 (最終的に描画ウインドウに反映
する範囲 )は、カメラレイヤーが接続されているタップによって決
定されます。

親子タップ
タップは、親子関係を設定することができ、他のタップを1つだ
け親タップとして指定できます。
親子タップについての詳細は、第5章『応用編・特殊効果と撮影
効果』→『Step:12 親子タップ』（⇒P.430）を参照してください。

セルレイヤー ( セルの重なり )
シート上で縦方向にのびる列を「レイヤー」と呼び、画像の層を表
します。背景（-BG）レイヤー以降、右側のレイヤーほど重ね合わ
せの際に上になります。
CoreRETASでは、最大100層まで使用可能で、デフォルトで
はA〜Z、AA〜 AFのように表示されます。
レイヤーについての詳細は、『レイヤーの種類』（⇒P.51）を参照
してください。

セルバンク選択メニュー
レイヤーが使用する画像素材が登録されている [セルバンク ]を選
択するメニューです。通常、各レイヤーごとに対応する専用の [セ
ルバンク ]を選択します。
[セルバンク]についての詳細は、第2章『基本編・概要』→『Step:03
セルバンクとは』（⇒P.22）を参照してください。

カメラレイヤー
カメラレイヤーは、カメラの動きをコントロールするためのレイ
ヤーです。撮影用タイムシート独自の機能です。

マルチカメラ
CoreRETASでは、カメラ（カメラレイヤー）を複数作成するこ
とができます。
マルチカメラについての詳細は、第5章『応用編・特殊効果と撮
影効果』→『Step:13 マルチカメラ』（⇒P.432）を参照してく
ださい。

1

3 2

6
45
7

1 	フレーム：時間軸

2 	セルレイヤー：セルの重なり

3 	カメラ（カメラレイヤー）

4 	タップ選択メニュー（レイヤーのグループ化／座標の移動）

5 	カメラタップ

6 	親タップ選択メニュー

7 	セルバンク選択メニュー（画像素材とのリンク）

P O I N T

タイムシートのスクロール
Windows版の場合は、[Ctrl] ＋ドラッグ、Mac OS X 版の場合は、[Cmd] ＋ドラッグでタイムシートをスクロールさせることができます。
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撮影パラメータの種類 レイヤーの種類
タップおよびレイヤーは、セル番号（セルの重ね）、座標の移動（位
置、スケール）、透明度などを [入力パラメータ選択メニュー ]か
ら選択して管理します。

・[ セル番号 ]
	 セルバンクに登録された画像番号です。(英数 )

・[T 位置 X]
	 タップのX方向の位置座標です。

・[T 位置 Y]
	 タップのY方向の位置座標です。

・[T 位置 Z]
	 タップのZ方向の位置座標です。

・[T スケール X]
	 タップのX方向の拡大率です。

・[T スケール Y]
	 タップのY方向の拡大率です。

・[T 回転 X]*1
	 タップのX軸の回転角度。時計回りが正方向です。

・[T 回転 Y]*1
	 タップのY軸の回転角度。時計回りが正方向です。

・[T 回転（Z）]*1
	 タップのZ軸の回転角度。時計回りが正方向です。

・[T 中心 X]
	 タップの中心のX座標。回転・拡大縮小時の中心です。

・[T 中心 Y]
	 タップの原点のY座標。回転・拡大縮小時の中心です。

・[ 位置 X]
	 タップの持つX座標に対するオフセット値（基準点からの差の

値）です。

・[ 位置 Y]
	 タップの持つY座標に対するオフセット値です。

・[ 位置 Z]
	 タップの持つZ座標に対するオフセット値です。

・[ スケール X]
	 タップの持つX方向の拡大率に対するオフセット値です。

・[ スケール Y]
	 タップの持つY方向の拡大率に対するオフセット値です。

・[ 回転 X]*1
	 タップの持つX軸の回転角度に対するオフセット値。時計回り

が正方向です。

・[ 回転 Y]*1
	 タップの持つY軸の回転角度に対するオフセット値。時計回り

が正方向です。

・[ 回転 Z]
	 タップの持つZ軸の回転角度に対するオフセット値。時計回り

が正方向です。

・[ 中心 X]
	 タップの中心のX座標に対するオフセット値。回転・拡大縮小

時の中心です。

・[ 中心 Y]
	 タップの中心のY座標に対するオフセット値。回転・拡大縮小

時の中心です。

・[ 視野角 ]*1
	 カメラの視野角（画角）です。

・[ 透明度 ]
	 レイヤーの持つ透明度です。

・[ モーションブラー ]
	 モーションブラーの割合です。

・[ コーナーピン ]*2
	 レイヤーのコーナーピン変形の座標です。

*1 3Dモードのタイムシートでのみ使用可能。
*2 [ レイヤー設定 ]パレットで、[コーナーピン ]が ONに設定さ
れている場合にのみ使用可能。

撮影用タイムシートのレイヤーには以下の種類があります。

・[ セルレイヤー ]
	 動画 ( セル ) を登録するレイヤーです。

・[ サブセルレイヤー ]
	 [ セルレイヤー ]に従属するレイヤーです。
	 主に、合成動画の登録に使用します。
	 [ セルレイヤー ]に対して左側の [サブセルレイヤー ]を [ 下セ

ル ]、右側を [上セル ] と呼びます。

・[BG( 背景 ) レイヤー ]
	 [ 背景レイヤー ]は名称が異なるだけで、機能はセルレイヤーと

全く同様です。
	 通常は、透過指定を [全面不透過 ]にして使用します。

・[ エフェクトレイヤー ]
	 [ セルレイヤー ](BG レイヤー )[ カメラレイヤー ]に対して、特

殊効果を付加するためのレイヤーです。
	 エフェクトレイヤーについての詳細は、第5章『応用編・特殊

効果と撮影効果』（⇒P.303）を参照してください。

・[ カメラレイヤー（カメラ）]
	 カメラをコントロールするためのレイヤーです。

・[ サウンドレイヤー ]
	 音声を登録するためのレイヤーです。
	 [ サウンドレイヤー ]についての詳細は、『音声ファイルを登録

する』（⇒P.88）を参照してください。

P O I N T

[ カメラレイヤー ][ エフェクトレイヤー ][ サブセルレイヤー ] について
[ カメラレイヤー ]は [ セル番号 ]を持ちません。この他、[エフェクトレイヤー ]は、それぞれの機能に応じて異なるパラメータを持ちます。
[サブセルレイヤー ]は、[ セル番号 ]以外のパラメータを持つことができないので、「入力パラメーター選択メニュー」を使用することはできません。
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タイムシートの読み方
タイムシートは画像の重ね順と動きのタイミングを表にしたもので、「フレーム」「レイヤー」「セル番号」などを使うことによって、「どの
タイミングで」「どのような重ね順で」「どの動画が」表示されるかを表記するものです。

2

1

6

3

4
5

1 	横の行は「フレーム」です。下へ進むにしたがって時間が進行します。
	 一番上が「1フレーム目」で、以下「2フレーム目」「3フレーム目」と続きます。

2 	縦の列は「レイヤー」です。画像の重ね合わせの順番を表します。最下層に位置する「-BG」（背景）から、「A」「B」「C」…と右へ進む
につれて画像の重ね順が上になります。

	 （Z値のパラメータが変更されている場合は、必ずしも重ね順がタイムシート上のレイヤー順と一致しない場合もあります）

「CAM」はカメラに映る範囲を表す特殊なレイヤー（カメラレイヤー）です。
（[レイヤー設定 ]パレットの [重ね処理 ]が [ レイヤー（Z）] または [ ピクセル（Z）] に設定されている場合は、必ずしも重ね順がタイムシー
ト上のレイヤー順と一致しない場合もあります）

3 	[ 入力パラメータ選択メニュー ]で各種パラメータを選択して、入力する数値の役割を設定します。

	 上図のタイムシートでは「-BG」～「C」の各レイヤーは [セル番号 ]を入力対象にしています。

4 	[ セルバンク ]登録時に割り振られた [セル番号 ]を各 [ データセル ]に入力して、そのフレームで使用される画像を指定します。
	 （[ セル番号 ]はファイル名と一致しているとは限りません）

[セル番号 ]

5 	[ データセル ]上の「-」( ハイフン )の表示は、上と同じ数値が登録されていることを意味します。

下図のデータセルでいえば、上下共にセル番号「1」が登録されています。

6 	[ フレームナンバー表示エリア ]が反転表示されているフレームを [カレントフレーム ]と呼び、[ステージ ]ウィンドウや [レンダリング ]
ウィンドウでの表示・操作対象となります。

前頁のタイムシートでは「5フレーム目」が [カレントフレーム ]です。

[ カレントフレーム ]（5フレーム目）の合成結果は、「-BG」レイヤーのセル番号「1」の画像と、「A」セルレイヤーのセル番号「5」の画像、
「B」セルレイヤーのセル番号「3」の画像、「C」セルレイヤーのセル番号「2」の画像の4点を合成したものになります。

＋ ＋ ＋

「-BG」（背景）
セル番号「1」

「A」セル
セル番号「5」

「B」セル
セル番号「3」

「C」セル
セル番号「2」

＝

5フレーム目の合成結果

P O I N T

フレーム番号の表記方法
フレームは、[タイムシート設定 ]ダイアログ ([ タイムシート ]メニュー
→ [シートの設定 ]→ [ 一般 ...]) で複数の表示方法から選択することができ
ます。作例は [フレーム数 ]表示を選択した場合の表示です。

FPS の設定
タイムシートには一秒間に24コマ (24FPS) の設定と30コマ (30FPS)
の設定があります。一般的には24コマ/秒のタイムシートが使用されます。
24コマ /秒 (24FPS) のタイムシートでは、24フレーム目が1秒、48
フレーム目が2秒にあたります。



CoreRETAS

54

User Guide

55

撮影用タイムシートを新規作成する
CoreRETASで撮影用タイムシートを新規に作成することができます。
[ファイル ]メニューから [新規 ] → [ タイムシート ]を選択すると、[新規タイムシート ]ダイアログが表示されます。

・[ タイムシート名 ]
	 タイムシート名を入力します。

・[ カメラモード ]
	 [2Dモード ] または [3Dモード ]を選択できます。
	 [ カメラモード ]については、第4章『応用編・撮影』→『Step:11 

3Dカメラワーク』（⇒P.286）を参照してください。

・[ フレーム数 ]
	 タイムシートの尺 (全体の再生時間 )を [ シート表示 ]で選択し

た表示形式で指定します。
	 フレーム数を増やした場合は、シートの終わりの部分に、増え

た分のフレームが追加されます。
	 増えた分のフレームのパラメータは、新規タイムシートを作成

したときの初期設定値に戻ります。
	 フレーム数を減らした場合は、シートの終わりから、減った分

のフレームが削除されます。

・[ レイヤー数 ]
	 タイムシートに使用される [セルレイヤー ]の数を設定します。

指定したレイヤーの数には、[カメラレイヤー ]は含まれていま
せん。

	 従って、「4」を入力した場合は、「-BG」「A」「B」「C」の4レイヤー
に、[カメラレイヤー ]が加わります。

	 レイヤー数を増やした場合は、シートの右端の部分に、増えた
分の [セルレイヤー ]が追加されます。

	 追加されたレイヤーのパラメータは、新規タイムシートを作成
したときの初期設定値に戻ります。

	 レイヤー数を減らした場合は、シートの右端から、レイヤーが
削除されます。

・[ カメラサイズ（幅 / 高さ / ポップアップメニュー）]
	 カメラのフレームサイズを設定します。代表的なカメラサイズ

は、プルダウンメニューの中から選択できます。

・[ 単位 ]
	 CoreRETAS内で使用する単位を [pixel][mm][inch] から選択

します。

・[ 基準解像度 ]
	 100フレームの解像度を設定します (単位DPI)。
	 CoreRETASは、カメラサイズと基準解像度を元に、1ピクセ

ルが何mm( または inch) に相当するかを計算します。

・[FPS]
	 FPS(1 秒当たりのフレーム数 )を設定します。
	 動画ファイルの書き出しの際に、この FPSの設定を元にして、

正しい速度でムービーを書き出します。

・[ シート表示 ]
	 シートをどのように表示するかを以下から決定します。

　 フレーム数：
	 最初のフレームからの通し番号で表示します。

　 フィート：
	 フィートで表示します。

　 ページ、フレームナンバ−：
	 ページ数とフレームナンバーを併記します。

　 秒 + コマ：
	 秒とコマ番号の組み合わせで表示します。

・[ 表示サイズ ]
	 シートの表示サイズを [標準サイズ ]と [ 小サイズ ]から選択し

ます。

・[1 ページのフレーム数 ]
	 タイムシート1ページ当たりのフレーム数を決定します。

・[ ガイドライン ]
	 タイムシートを読みやすくするために、一定間隔で区切りを入

れます。「6」を入力すると、6フレーム目ごとに、区切りの線
が表示されます。

タイムシートの設定を変更するには
後から撮影用タイムシートの設定を変更するには、[タイムシート ]
メニューから [シートの設定 ]→ [ 一般 ...] を選択すると、項目が共
通の [タイムシート設定 ]ダイアログが表示され、再度設定を行う
ことができます。

[シート表示 ]で [秒＋コマ ]などを指定している場合、[フレーム数 ]に実際のフレーム数を入力すると、自動的に指定した表示に変換します。

2 4

1

1 	[ シート表示 ]の種類を指定します。作例では [秒＋コマ ]を指
定します。

2 	[フレーム数]に実際のフレーム数を入力します。作例では[30]
を入力します。

3 	[ フレーム数 ]以外の任意の入力欄内をクリックします。ここで
は例として [タイムシート名 ]の入力欄内をクリックしますが、
他の入力欄でも構いません。

4 	[ フレーム数 ]に入力した数値が [シート表示 ]で指定した表示
に変換されます。作例では [1＋ 6] になりました。

3
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作画用タイムシートを撮影用タイムシートに変換する
[ 作画用タイムシートファイル ]（*.sxf）があって、[撮影用タイムシートファイル ]（*.tsf）がない場合（Stylos、TraceMan、PaintMan で [ 作
画用タイムシートファイル ]を、[ 撮影用タイムシートファイル ]として書き出していない場合）は、[撮影用タイムシートファイル ]に変
換する必要があります。

1. 作画用タイムシートファイルを開く

1

1 	[ ファイル ] メニューから [開く ] → [ タイムシート ...] を選択すると、[ファイルを開く ]ダイアログが表示されます。

5 	作画用の [ タイムシート ]ウィンドウが表示されます。

2 	[ ファイルの種類 ]で、[ 作画用タイムシートファイル（*.sxf）] を選択します。

3 	保存されている [作画用タイムシートファイル ]を選択します。

4 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

3

2
4
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2. 撮影用タイムシートファイルとして保存する

1

1 	[ ファイル ] メニューから [別名で保存 ...] を選択すると、[名前を付けて保存 ]ダイアログが表示されます。

2 	[ ファイルの種類 ]で、[ 撮影用タイムシートファイル（*.tsf）] を選択します。

3 	保存先の（元の）カットフォルダを開きます。

4 	[ 保存 ] ボタンをクリックすると、[撮影用タイムシートファイル（*.tsf）] として保存されます。

2
4

3

5 	作成した [ 撮影用タイムシートファイル ]をダブルクリックすると、[タイムシート ]ウィンドウが表示されます。
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データセルにパラメータを入力する
[ データセル ]にパラメータを入力する方法を説明します。

1. 入力したいフレームを選択
パラメータを入力したい [データセル ]を選択します。

2. パラメータの選択
1 	[ パラメータ選択メニュー ]からパラメータの種類を選択します。

1 	[ データセル ]を選択します。

2 	クリックして [パラメータ選択メニュー ]を開きます。

3. パラメータの入力完了
キーボードからパラメータを入力します。
1 	パラメータ入力フィールドに半角で数値を入力します。

2 	[Enter] キーを押すと、入力が確定します。

※ [セル番号 ]は、半角のアルファベットも入力可能です。

2

1

1

2

1

パラメータの切り替えを連動させる
[ 連動 ] ボタンをONにすると、レイヤーの [入力パラメータ選択メニュー ]をレイヤー単位で個別に切り替えることなく、タイムシートの
全レイヤーの撮影パラメータの種類を一括で切り替えることができます。

セル番号を自動入力する
タイムシートの選択範囲に対して、一定の規則にしたがってセル番号を自動的に入力します。レイヤーを選択し、[タイムシート ]メニュー
→ [セル番号の自動入力 ...] を選択し、設定を行い、[OK] ボタンを押します。

OFF ON

1

2

3

4

5

6

1 	開始番号

2 	セル番号の増分。0の場合、番号をとばさずにセル番号を増加させます。

3 	終了番号

4 	フレームとフレームの間隔。0の場合、データセルの間をあけずに自動入力します。

5 	一度に入力されるデータセルの個数

6 	繰り返し回数（0を入力すると、シートの終わりまで無限に反復して入力されます。）
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選択範囲を作成する
タイムシート中の選択範囲は、クリックおよびドラッグにより指定します。入力フィールドから入力された数値は、選択されているデータ
セルに登録されます。

データセルをクリックすると、その1コマが選択されます。また、ドラッグにより連続した複数のフレームやレイヤーを選択範囲に指定で
きます。

P O I N T

ダブルクリックで全選択
レイヤータイトルバーをダブルクリックすると、そのレイヤーの全フレーム
（データセル）を選択します。
[Shift]+ クリックによる範囲選択
[Shift] キーを押しながらクリックすることで、ドラッグと同様に範囲の選
択を行うことができます。

違う種類のレイヤーは範囲選択できない
範囲選択の際に、[セルレイヤー ]（[BGレイヤー ]）[ サブセルレイヤー ][ カ
メラレイヤー ][ エフェクトレイヤー ]）の各レイヤーは区別されます。違う
種類のレイヤーにまたがって範囲選択を行うことはできません。
[エフェクトレイヤー ]は、どのような場合にも複数のレイヤーにまたがっ
て範囲選択を行うことはできません。

選択範囲を移動する
選択範囲は、矢印キーで移動させることができます。また [Enter] キーで値の入力（値の確定）が行われた場合には、選択されているフレー
ム分だけ下方向へ自動的に移動します。

選択範囲がシートの表示エリア外になると、タイムシートが自動的にスクロールし、必ず選択範囲が表示された状態を保ちます。

P O I N T

選択範囲とカレントレイヤー
レイヤータイトルバーをクリックしてカレントレイヤーの変更を行うと、選択範囲はカレントレイヤーへ移動します。選択範囲が [エフェクトレイヤー ][ サブ
セルレイヤー（上セル・下セル）]にある場合、レイヤーをたたむ処理を行うと、選択範囲は [セルレイヤー ]に移ります。
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連番のセル番号を入力する
入力したセル番号より [1] 大きい番号、[1] 小さい番号、あるいは同じ番号を、記号で入力する方法です。セル番号の数字が連続的に変化す
る場合に、現在の数字を意識せずに手早く入力できます。

記号を入力する
[ パラメータ入力 ]フィールドに [＋ ]、[ － ]、[ ＝ ]、の記号を入力して [Enter] キーを押すと、下記の条件で番号が入力されます。

[＋ ] : 直前のセル番号より [1] 大きい番号
[－ ] : 直前のセル番号より [1] 小さい番号
[＝ ] : 直前のセル番号と同じ番号

[ ＋ ] を入力した場合
選択領域の直前に [1] が登録されているので、  [ ＋ ] を入力して [Enter] キーを押すと [2] になります。
そのまま続けて [Enter] キーを押すたびに [3]、[4]、[5]、と直前の番号より [1] 大きい番号が入力されます。

[ － ] を入力した場合
選択領域の直前に [5] が登録されているので、[－ ] を入力して [Enter] キーを押すと [4] になります。
そのまま続けて [Enter] キーを押すたびに [3]、[2]、[1]、と直前の番号より [1] 小さい番号が入力されます。

[ ＝ ] を入力した場合
選択領域の直前に [1]が登録されているので、 [ ＝ ]を入力して [Enter] キーを押すと [1]が入力され、同じ番号を表す [－ ]が表示されます。

[＋ ] を入力して [Enter] キー、[ － ] を入力して [Enter] キー、を繰り返すと、前後の画像を交互に登録できます。
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入力したセル番号のずれを修正する
入力したセル番号に規則的なずれが生じた場合に、[値の演算 ]ダイアログで演算して修正する方法です。

入力したセル番号を消去する
選択した [データセル ]に入力されていたセル番号を消去する方法です。

1

5

2

3 4

1 	タイムシートの、修正したいレイヤーの [ データセル ]をドラッ
グして選択します。

3 	[ 値の演算 ] ダイアログで設定を行います。
	 作例では、元より [2] ずつ大きい数値にずらしたいので、[値 ]

に [2] を入力します。

4 	演算の条件を選択します。作例では [足す ] を選択します。

1 	タイムシートの、修正したいレイヤーの [ データセル ]をドラッ
グして選択します。

2 	[ パラメータ入力 ]フィールドを空欄にします。

3 	[Enter] キーを押すと、選択した [データセル ]に入力されてい
た数値が消去され、選択領域が下にずれます。

2 	[ タイムシート ]メニューから [値の演算 ...] を選択します。

5 	選択した [ データセル ]の数値が修正され、元より [2] ずつ大
きい数値のセル番号になります。

1

3

2

タイムシートの [パラメータ入力 ]フィールドに半角数字の [0] を
入力して [Enter] キーを押した場合も、同じ動作をします。
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セルを自動配置する
画像ファイルに振られた連番を使用して、セルバンクに登録された画像を自動的にタイムシートに配置することができます。CoreRETAS
で書き出す際に、[書き出し ]ダイアログの設定で [同じ絵は書き出さない ]設定を選んだ場合、同じ絵が続くフレームは飛ばして中とびの
連番画像を書き出します。
「自動配置」の機能は、このような連番画像を再度CoreRETASに読み込んで使用する場合に特に便利な機能です。

1. 連番画像の用意
画像ファイルの最後にフレーム番号が振られている画像ファイルを用意します。

3. ファイルを開くダイアログ
[ ファイルを開く ]ダイアログが開きます。

2. セルバンクへの読み込み
セルバンクの [登録 ...] ボタンを押します。 4. 完了

タイムシートを開きます。

1

2

1 	いずれかのファイルを選択します。

2 	[ 開く ] ボタンを押します。

2

1 3

1 	読み込みたいレイヤーのフレームを選択します。

2 	連番画像を読み込んだセルバンクを選択します。

3 	[ タイムシート ]メニュー→ [セルの自動配置 ]を選択すると、
連番画像ファイルの連番に相当するフレームに、対応するセル
番号が入力されます。

	 例：[A0007.cel] が 7フレーム目に

RetasStudio 以外のソフトウェアで制作された画像
ファイル
ファイル名にフレーム番号が振られている画像ファイルであれば、
RetasStudio で制作された画像でなくても自動配置が可能です。
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パラメータを一括入力する
一つの [データセル ]の複数のパラメータを一括で入力することができます。[データセル ]上でダブルクリックするか、選択した状態で、[タ
イムシート ]メニューから [効果設定 ...] を選択すると、[効果設定 ]ダイアログが表示されます。

1

2 3

4

[ タップ / レイヤー ]
	 タップまたはレイヤーの持つそれぞれのパラメータに対して数値入力、キーフレーム設定を行います。セル番号が入力されていない場合

には、「レイヤー」は使用不可になります。

1  パラメータチェックボックス
	 チェックボックスをオンにしたパラメータが、設定の対象になります。

2  キーフレームエリア
	 キーフレームの設定を行います。
	 クリックすると、「連続キーフレーム」→「非連続キーフレーム」→「キーフレームなし」の順番で設定されます。ただし、タイムシー

ト上での選択範囲が、複数のデータセルにまたがっている場合および [中割り ] パレットの [自動更新 ]が ONの場合は、キーフレーム
エリアを選択することはできません。

3  パラメータエリア
	 パラメータを数値入力します。

4 [ 位置設定 ] メニュー

・絶対
	 入力したパラメータがそのままタイムシートに登録されます。
・相対
	 タイムシートにすでに登録されている値に対し、入力したパラメータが加算されます。マイナスの値を入力することも可能です。
・スケール相対
	 タイムシートにすでに登録されている値に対し、入力したパラメータにそのフレームのスケール値をかけた値が加算されます。従ってそ

のセルが拡大されていればより大きい値が加算され、縮小されていればより小さい値が加算されます。

・[ 透明度 ]
	 透明度の設定を行います。

・[ モーションブラー ]
	 モーションブラーの設定を行います。

・[ 視野角 ]
	 3Dカメラモードで透視投影の設定を行います（カメラレイヤーのみ）。
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パラメータをコピー & ペーストする
タイムシートに打ち込んだパラメータをコピーし、別の場所でペースト（貼り付け）することができます。

1. 必要な部分をコピーする

2. ペースト先を選択する

1 	コピーしたい範囲をドラッグして選択します。タイムシートの
選択範囲の作成についての詳細は「選択範囲を作成する」を参
照してください。

2 	[ 編集 ] メニューから [コピー ] を選択します。

1

1

2 3

1 	ペースト先の開始部分をクリックし選択します。

2 	[ 編集 ]メニューから [コピー範囲分選択 ]を選択すると、コピー
した範囲分が範囲選択されます。

3 	[ 編集 ] メニューから [ペースト ]を選択すると、コピーした内
容が選択範囲に転記されます。

範囲選択してコピーすると、そのレイヤーのフレームが持つ全ての
パラメータ（セル番号、位置座標など）が同時にコピーされます。

特定のパラメータのみペーストする
タイムシートにパラメータをペーストする際に、特定のパラメータのみをペーストすることができます。

1. 必要な部分をコピーする

2. ペースト内容を選択する

1 	コピーしたい範囲をドラッグして選択します。タイムシートの選択範囲の作成についての詳細は「選択範囲を作成する」を参照してくだ
さい。

2 	[ 編集 ] メニューから [コピー ] を選択します。

1 	[ 編集 ] メニューから [挿入ペースト ]を選択すると実行されます。

挿入ペーストの結果、タイムシートの外に押し出されたデータは、[編集]メニューから[取り消し]コマンドで取り消さない限り、消滅します。

1 	タイムシート上で、ペースト先の範囲をドラッグして選択しま
す。

2 	[編集 ]メニューから[特定ペースト...]を選択すると、[特定ペー
スト ]ダイアログが表示されます。

3 	ペーストしたいパラメータの項目のチェックボックスをONの
状態にします。

4 	[OK] ボタンをクリックすると選択したパラメータのみがペース
トされます。

3

2

4

フレームを挿入してペーストする
タイムシートにパラメータをペーストする際に、コピーバッファにコピーされたフレームの数だけフレームを挿入してペーストします。
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フレームを挿入する
タイムシートにフレームを挿入します。[タイムシート ]メニュー→ [フレーム ]→ [ 挿入 ] を選択すると、[フレームナンバー表示エリア ]
で選択中のフレームに、選択している数のフレームが挿入されます。

フレームを数値指定して挿入する
タイムシートにフレームを挿入します。[タイムシート ]メニュー→ [フレーム ]→ [ 挿入（数値指定）...] を選択すると、[フレームの挿入 ]
ダイアログが表示されます。設定を行い、[OK] ボタンを押してください。

・[ 挿入フレーム数 ]
	 新たに挿入されるフレームの数を指定します。

・[ カレントフレームの　前 / 後　に挿入 ]
	 カレントフレームの前に挿入するか、後に挿入するかを選択し

ます。

フレームを削除する
タイムシートからフレームを削除します。[タイムシート ]メニュー→ [フレーム ]→ [削除 ...] を選択すると、[フレームナンバー表示エリア ]
で選択中のフレームが削除されます。

P O I N T

挿入直後のレイヤーが接続されているタップとセルバンク
挿入直後のレイヤーが接続されているタップは、タップ選択メニューで一番最後に表示されているタップです。挿入直後のレイヤーが接続されているセルバン
クは、セルバンク選択メニューで一番最後に表示されているセルバンクです。

レイヤーを挿入する
タイムシートにレイヤーを挿入します。[タイムシート ]メニュー→ [レイヤー ]→ [ 挿入 ...] を選択すると、[レイヤーの挿入 ]ダイアログ
が表示されます。設定を行い、[OK] ボタンを押してください。

・[ 新規レイヤー名 ]
	 新しく挿入されるレイヤー名を入力します。

・[ タップを挿入する ]
	 タップを挿入し、作成したレイヤーを接続します。

・[ タップのフレームの色 ]
	 新しく挿入するタップのフレーム色を決定することができます。

カラーボックスをクリックすると、カラーピッカーが表示され、
色を選択することができます。

・[ セルバンクを挿入する ]
	 セルバンクを挿入し、作成したレイヤーを接続します。

レイヤーを削除する
削除したいレイヤーのタイトルバーをクリックして、[タイムシート ]メニュー→ [レイヤー ]→ [ 削除 ] を選択すると、レイヤーが削除さ
れます。最低でもカメラレイヤーが1レイヤー、セルレイヤーが1レイヤー必要ですので、削除によってカメラレイヤーまたはセルレイヤー
の数が0になってしまう場合は削除できません。

フレームを挿入すると
フレームを挿入すると、挿入した分だけタイムシートの長さ (フレー
ム数 )が伸びます。挿入されたフレームのパラメータは、新規タイ
ムシートを作成したときの初期設定値になります。

レイヤーを複製する
複製したいレイヤーのタイトルバーをクリックして、[タイムシート ]メニュー→ [レイヤー ]→ [ 複製 ...] を選択すると、[レイヤーの複製 ]
ダイアログが表示されます。設定を行い、[OK] ボタンを押してください。

・[ 複製する数 ]
	 複製するレイヤーの数を入力します。

・[ カレントレイヤーの～に挿入 ]
	 複製したレイヤーの挿入位置を指定します。

・[ タップを複製する ]
	 タップを複製し、複製したレイヤーを接続します。

・[ セルバンクを複製する ]
	 セルバンクを複製し、複製したレイヤーを接続します。
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レイヤー名を変更する
タイムシートのレイヤー名を変更します。[タイムシート ]メニュー→ [レイヤー ]→ [ 名前の変更 ...] を選択すると、[レイヤー名の変更 ]
ダイアログが表示されます。半角10文字以内で名前を入力してください。[OK] ボタンを押すと、レイヤーの名称は変更されます。

レイヤーをリセットする
任意のセルレイヤーまたはカメラレイヤーを選択した状態で、[タイムシート ]メニュー→ [レイヤー ]→ [リセット ]を選択すると、レイヤー
に設定されたパラメータが初期値に戻ります。
[セル番号 ]のパラメータは、初期値に戻りません。

タップを挿入する
新しいタップを挿入します。[タイムシート ]メニュー→ [タップ ] → [ 挿入 ...] を選択すると、[タップの挿入 ]ダイアログが表示されます。
設定を行い、[OK] ボタンを押してください。挿入直後のタップは、どのレイヤーとも接続されていません。

・[ 新規タップ名 ]
	 新しく挿入するタップの名称を入力します。

・[ カレントタップの　前 / 後　に挿入 ]
	 新しくタップを挿入する位置を決定します。
	 カレントタップの前、または後ろに挿入することができます。

・[ タップのフレーム色 ]
	 新しく挿入するタップのフレーム色を決定することができます。

カラーボックスをクリックすると、カラーピッカーが表示され、
色を選択することができます。

タップを削除する
カレントタップ（ステージで選択されているタップ）を削除します。[タイムシート]メニュー→[タップ]→[削除]を選択すると、カレントタッ
プが削除されます。

タップ名を変更する
カレントタップの名称を変更します。[タイムシート ]メニュー→ [タップ ] → [ タップ名の変更 ...] を選択すると、[タップ名の変更 ]ダイ
アログが表示されます。半角10文字以内で名前を入力してください。[OK] ボタンを押すと、タップの名称が変更されます。

P O I N T

削除したタップに接続されているレイヤー
削除しようとするタップに対して接続されているレイヤーがある場合には、
確認のためのダイアログが表示されます。リンク先のタップを失ったレイ
ヤーは、タップ選択メニューで一番最後に表示されているタップに、自動的
に接続されます。特別な理由が無い限りは、タップを削除する前に、そのタッ
プに接続されている全てのレイヤーを外しておいてください。

レイヤー設定を編集する
タイムシートのレイヤーの追加、削除、順番の変更、名前の変更ができます。[タイムシート ]メニュー→ [レイヤー ]→ [ 編集 ...] を選択す
ると、[レイヤーの編集 ]ダイアログが表示されます。

設定リスト
	 レイヤーがリスト表示されます。

・[ 追加 ]
	 リスト項目を追加できます。

・[ 削除 ]
	 リスト項目を削除できます。

・[ 上へ ]
	 リスト項目を上へ移動できます。

・[ 下へ ]
	 リスト項目を下へ移動できます。

・[ 名前の変更 ]
	 リスト項目の記載内容を書き直せます。

[レイヤー名の変更 ]ダイアログは、[タイムシート ]ウィンドウの
レイヤー名表示部分を [Shift] キーを押しながらクリックして表示
することもできます。
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セルバンクを挿入する
新しいセルバンクを挿入します。[タイムシート ]メニュー→ [セルバンク ]→ [ 挿入 ...] を選択すると、「セルバンクの挿入」ダイアログが
表示されます。設定を行い、[OK] ボタンを押してください。挿入直後のセルバンクは、どのレイヤーとも接続されていません。

・[ 新規セルバンク名 ]
	 新しく挿入するセルバンクの名称を入力します。

・[ カレントセルバンクの　前 / 後　に挿入 ]
	 新しくセルバンクを挿入する位置を決定します。
	 カレントセルバンクの前、または後ろに挿入することができま

す。

セルバンクを削除する
カレントセルバンクを削除します。[タイムシート ]メニュー→ [セルバンク ]→ [ 削除 ] を選択すると、セルバンクが削除されます。

P O I N T

削除したセルバンクに接続されているレイヤー
削除しようとするセルバンクに対して接続されているレイヤーが有る場合に
は、確認のためのダイアログが表示されます。リンク先のセルバンクを失っ
たレイヤーは、[セルバンク選択 ]メニューで一番最後に表示されているセ
ルバンクに、自動的に接続されます。特別な理由が無い限りは、セルバンク
を削除する前に、そのセルバンクに接続している全てのレイヤーを外してお
いてください。

セルバンク名を変更する
カレントセルバンクの名称を変更します。[タイムシート ]メニュー→ [セルバンク ]→ [名前の変更 ...] を選択すると、[セルバンク名の変更 ]
ダイアログが表示されます。半角10文字以内で名前を入力してください。[OK] ボタンを押すと、セルバンクの名称が変更されます。

セル番号を変更する
セルバンクに登録されている画像（レイヤー画像）のセル番号を変更します。[タイムシート]メニュー→[セルバンク]→ [セル番号の変更 ...]
を選択すると、[セル番号の変更 ]ダイアログが表示されます。[OK] ボタンを押すと、セル番号が変更されます。

PSD 画像を選択する
セルバンクに登録されている画像（PSD形式のレイヤー画像）を選択します。[タイムシート ]メニュー→ [セルバンク ]→ [ レイヤー画像
の選択 ...] を選択すると、選択されます。

全ての PSD 画像を選択する
セルバンクに登録されている画像（PSD形式のレイヤー画像）を全選択します。[タイムシート ]メニュー→ [セルバンク ]→ [ 全てのレイ
ヤー画像の選択 ...] を選択すると、選択されます。

タップ設定を編集する
タイムシートのタップの追加、削除、順番の変更、名前の変更ができます。[タイムシート ]メニュー→ [タップ ] → [ 編集 ...] を選択すると、
[タップの編集 ]ダイアログが表示されます。

設定リスト
	 タップがリスト表示されます。

・[ 追加 ]
	 リスト項目を追加できます。

・[ 削除 ]
	 リスト項目を削除できます。

・[ 上へ ]
	 リスト項目を上へ移動できます。

・[ 下へ ]
	 リスト項目を下へ移動できます。

・[ 名前の変更 ]
	 リスト項目の記載内容を書き直せます。

セルバンク設定を編集する
セルバンクの追加、削除、順番の変更、名前の変更ができます。[タイムシート ]メニュー→ [セルバンク ]→ [ 編集 ...] を選択すると、[セ
ルバンクの編集 ]ダイアログが表示されます。

設定リスト
	 セルバンクがリスト表示されます。

・[ 追加 ]
	 リスト項目を追加できます。

・[ 削除 ]
	 リスト項目を削除できます。

・[ 上へ ]
	 リスト項目を上へ移動できます。

・[ 下へ ]
	 リスト項目を下へ移動できます。

・[ 名前の変更 ]
	 リスト項目の記載内容を書き直せます。
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最初のフレームへ移動する
[ タイムシート ]メニュー→ [最初のフレームへ ]を選択すると、カレントフレームがタイムシートの1フレーム目になります。

最後のフレームへ移動する
[ タイムシート ]メニュー→ [最後のフレームへ ]を選択すると、カレントフレームがタイムシートの最終フレームになります。

任意のフレームを呼び出す
[ タイムシート ]メニュー→ [フレーム呼び出し ...] を選択すると、「フレーム呼び出し」ダイアログが表示されます。
 呼び出したいフレーム番号を入力して [OK ] ボタンをクリックすると、指定されたフレームがカレントフレームになります。[シート表示 ]
([ タイムシート ]メニューの [シートの設定 ]→ [ 一般 ...]) が「秒+フレーム」に設定されている時は、「5+10」（＝5秒プラス10フレー
ム）のように入力します。

カレントフレームを呼び出す
[ タイムシート ]メニュー→ [カレントフレームの呼び出し ]を選択すると、スクロールで表示領域外にあったカレントフレームがタイムシー
トの中央に表示されます。

マーカーを打ち込む
マーカーは、タイムシート上にマーキングを行う機能です。タイムシートの任意のフレームを一瞬で呼び出したり、任意の2点間を範囲選
択できます。

2 1

1 	マーカーを打ち込みたいフレームを選択し、カレントフレーム
にします。

2 	[Alt/Opt] キーを押しながら、[1] 〜 [0] のうち任意の数字キー
を押します。

	 例：[Alt/Opt]+[1] で、30フレーム目に1番のマーカーを打
ち込む

マーカーを呼び出す
マーカーは、以下の手順で呼び出すことができます。ただし、タイムシートのマーカーの打ち込まれた部分を表示するだけで、カレントフレー
ムを移動させる機能はありません。タイムシートのカレントフレームを呼び出す際には、[カレントフレームの呼び出し ]コマンドを使用し
てください。

2

1 	[Shift] キーを押しながら、呼び出したいマーカーの数値キー（テンキーは使用できません）を押します。　
	 例：[Shift]+[1] で、1フレーム目に1番のマーカーを呼び出す。

2 	呼び出されたマーカーのフレームがタイムシート中央に表示されます。

マーカーを利用して範囲選択を作成する
以下の手順でマーカーを利用して範囲選択を行うことができます。

例　マーカー [2] ～ [3] の間を範囲選択する場合

1 	[Shift] ＋ [2] を押した直後に、指を離さず [3] を押します。（最終的には [Shift] ＋ [2] ＋ [3] の状態となる）
	 （テンキーは使用できません）
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表示サイズを変更する
[タイムシート]メニュー→[シート表示]を選択すると、タイムシートの表示サイズを[標準サイズ][小サイズ]で切り替えることができます。
[小サイズ ]では、一つ一つのレイヤーの横幅を狭くできるので、より多くのレイヤーを表示することができます。

標準サイズ 小サイズ

タイムシートをたたむ
[タイムシート]メニュー→[タイムシートをたたむ]を選択すると、現在タイムシート上で広げられている全ての[サブセルレイヤー][エフェ
クトレイヤー ][ サウンドレイヤー ]を閉じた状態にできます。

タイムシートを展開する
[ タイムシート ]メニュー→ [タイムシートを展開する ]を選択すると、現在選択されているタイムシートが持つ、パラメータが入力されて
いる全ての [サブセルレイヤー ][ エフェクトレイヤー ][ サウンドレイヤー ]を広げた状態にします。

カメラのクリッピング設定を変更する
[ タイムシート ]メニュー→ [シートの設定 ]→ [カメラクリッピング設定 ...] を選択すると、カメラのクリッピング位置を設定します。クリッ
ピングされた領域はレンダリング実行時に無視され、レンダリングされません。

・[ 上 ]
	 クリッピングされる領域をカメラフレームの上からのピクセル数で指定します。

・[ 左 ]
	 クリッピングされる領域をカメラフレームの左からのピクセル数で指定します。

・[ 下 ]
	 クリッピングされる領域をカメラフレームの下からのピクセル数で指定します。

・[ 右 ]
	 クリッピングされる領域をカメラフレームの右からのピクセル数で指定します。

例 : 
上 =200
左 =0
下 =200
右 =0

上下200pixel 分がレンダリング時に無視されます。ただし、レンダリングが行われないだけで、書き出される画像の大きさはカメラサイ
ズ通りの1280× 960pixel です。

・[ カメラサイズ ]
	 現在タイムシートで指定されているカメラフレームのサイズが表示されます。
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作品情報（ボールド）を設定する
[ タイムシート ]メニュー→ [シートの設定 ]→ [ 情報 ...] を選択すると、[シートの情報 ]ダイアログが表示されます。
[シート情報の書き出し ]で使用する、作品名・話数等の情報をタイムシートに記録し、録画時にカット頭に記録される「ボールド」（カッ
トの冒頭に挿入される、シーンナンバーやテイクナンバーを書き込んだ画像）の機能を実現します。

・[ 作品名 ]
	 作品の名称を入力します。

・[ 話数 ]
	 話数を入力します。

・[ シーン ]
	 シーン番号を入力します。

・[ カット ]
	 カット番号を入力します。

・[ フォント ]
	 フォントのサイズを指定します。

・[ 秒 ]
	 秒数を入力します。

・[ フレーム ]
	 1 秒以下のフレーム数 (余り ) を入力します。

・[ テイク ]
	 テイク数を入力します。

・[ メモ ]
	 メモを入力します。編集担当者への連絡等に使用します。

・[ 読み込み ...] ボタン
	 シート情報の書かれたテキストファイル（拡張子：txt）を読み

込みます。

・[ 保存 ...] ボタン
	 シート情報をテキストファイル（拡張子：txt）に書き出します。

A [ 履歴の編集 ] ボタン
	 クリックすると [履歴の編集 ]ダイアログが表示され、[シート

の情報 ]ダイアログの各項目のドロップダウンリストに表示さ
れる記入履歴を編集できます。

P O I N T

過去に入力した作品名、話数、メモ
過去に入力した作品名、話数、メモは、右のプルダウンニューに記録されて
いくので、メニューから選択することもできます。過去に入力した話数を最
大10 個まで記録します。

シートの情報と一般設定とは異なります
[ シートの情報 ]ダイアログで設定された情報は、[シート情報の書き出し ]
の際に、「ボールド」として使用されるだけで、タイムシートの [一般設定 ]
とは異なり、[シートの設定 ]には反映されません。

メモを入力する
[ タイムシート ]メニュー→ [シートの設定 ]→ [ メモ ...] を選択すると、「シートのメモ」ダイアログが表示されます。タイムシートにメモ
を記録することができます。

1

1   [ メモ入力 ] エリア
	 キーボードからテキストを入力できます。
・[ 内容消去 ] ボタン
	 メモ入力エリアの内容を消去します。

メモについて
メモは、タイムシートファイルを開いたときに前面に表示されます。
[OK] や [ キャンセル ]のボタンをクリックしない限り、他の操作を
行えないので、相手に確実に伝達することができます。

A

A

A

A

履歴リスト
	 記入履歴がリスト表示されます。

[ 追加 ]
	 リスト項目を追加できます。

[ 削除 ]
	 リスト項目を削除できます。

[ 全削除 ]
	 リスト項目をすべて削除できます。

[ 上へ ]
	 リスト項目を上へ移動できます。

[ 下へ ]
	 リスト項目を下へ移動できます。

[ 名前の変更 ]
	 リスト項目の記載内容を書き直せます。

[ 固定 ]
	 オンにすると、リスト項目の内容が固定され、[シートの情報 ]

ダイアログで新たに記入された内容が履歴一覧に追加されなく
なります。

[ 履歴の編集 ] ダイアログ



CoreRETAS

86

User Guide

87

保存する
[ ファイル ] メニュー→ [保存 ] を選択すると、タイムシートを保存できます。
新規に作成されたシートでまだ保存されていない場合は、保存ダイアログが表示され、[保存 ] ボタンを押すと、新規保存されます。フォル
ダ内に同名のファイルがある場合は、上書きされます。

別名で保存する
[ ファイル ] メニュー→ [別名で保存 ...] を選択すると、ダイアログが開きます。シート名を入力し、[保存 ] ボタンを押すと、作業中の撮影
用タイムシートを別名で保存します。

複製を保存する
[ ファイル ] メニュー→ [別名で保存 ...] を選択すると、ダイアログが開きます。
[複製を保存 ]にチェックを入れ、[保存 ] ボタンを押すと、作業中の撮影用タイムシートが別名で複製保存されます。

開く
[ ファイル ] メニュー→ [開く ] → [ タイムシート ...] を選択すると、[ファイルを開く ]ダイアログが開き、ファイルを選択すると、撮影用
タイムシート（拡張子：tsf）が開きます。

閉じる
[ ファイル ] メニュー→ [閉じる ] を選択すると、作業中の撮影用タイムシートを閉じます。

CoreRETAS Ver.5 形式で保存する
タイムシートファイルをCoreRETAS Ver.5 形式で保存できます。

1 	[ ファイル ] メニュー→ [別名で保存 ...] を選択します。

2 	[ 名前を付けて保存 ]ダイアログが開きます。
	 [複製を保存]、 [Ver.5形式で保存]の順にチェックを入れます。

3 	[ 保存 ] ボタンを押すと、作業中の撮影用タイムシートがVer.5
形式で保存されます。

2

3

テンプレートを保存する
よく使う定型のタイムシートをテンプレートとして保存することができます。
[ファイル ]メニュー→ [テンプレートを保存 ...] を選択すると [テンプレートを保存 ]ダイアログが開き、テンプレート名を入力し [OK] ボ
タンを押すと、タイムシートをテンプレートとして保存します。

すべてタイムシートで「レイヤーの一番上にテキストフィルタを乗せる必要がある」など、一定の約束にしたがったタイムシートを何回も
作成する必要がある場合などに便利です。

テンプレートを開く
[ ファイル ] メニュー→ [テンプレート ]を選択するとメニューが開き、テンプレートを選択すると、保存したタイムシートのテンプレート
が開きます。

タイムシートの互換性については、第8章『リファレンス』→『技
術情報』→『Step:03 タイムシートの互換性』（⇒P.566）を参
照してください。
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音声ファイルを登録する
[ サウンド ] 欄に音声ファイルを登録し、画像と音声を同期再生することができます。
対応形式 : WAV、AIFF

1. 音声ファイルの選択
[ タイムシート ]メニューから [サウンド ]→ [ 登録 ...] を選択すると [ファイルを開く ]ダイアログが表示されます。
[ファイルを開く ]ダイアログで、[サウンドレイヤー ]に登録したい音声ファイルを選択します。

2. 音声ファイルの登録と表示
登録が完了すると、タイムシートの [サウンドレイヤー ]に音声ファイルの波形が表示されます。

音声ファイルを削除する
[ タイムシート ]メニューから [サウンド ]→ [ 削除 ] を選択すると、タイムシートに登録した音声ファイルを削除します。

音声ファイルを再生する
[ タイムシート ]メニューから [サウンド ]→ [ 再生 ] を選択すると、タイムシートに登録した音声ファイルを再生できます。

音声ファイルを停止する
音声ファイルの再生中に、[タイムシート ]メニューから [サウンド ]→ [ 停止 ] を選択すると、音声ファイルの再生を停止できます。

音声ファイルの開始位置を調整する
[ タイムシート ]メニューから [サウンド ]→ [ オフセット ...] を選択すると、[サウンドのオフセット ]ダイアログが表示され、音声ファイ
ルの開始フレームを調整できます。

1

1 	[ サウンドのオフセット ]ダイアログで、音声が始まる
前の無音のフレーム数を設定します。

	 例 : 「5フレーム」に設定。

2 	最初の5フレームが無音になり、6フレーム目から音声が開始されます。
※	サウンドレイヤーの上にある [+][ ー ] ボタンでも開始位置を調整できま

す。

音声ファイルの情報を表示する
[ タイムシート ]メニューから [サウンド ]→ [ 情報 ...] を選択すると、[サウンド情報 ]ダイアログが表示され、音声ファイルの情報を見る
ことができます。
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:
 CoreRETAS

ステージウィンドウを理解する
10

 ここでは、ステージウィンドウについて説明します。

ステージウィンドウとは
[ ステージ ] ウインドウは撮影台に相当し、カレントフレームのカメラやセルの位置、スケール等を確認したり、その変更を行うことができ
ます。ステージエリアに表示されている縦横軸の交点がステージ座標系の原点になります。

8

6

7

54321

ステージエリア

Ｘ軸

Ｙ軸

レイヤー・タップの外枠表示カメラの中心ステージの中心

タップの中心
（-BG）

ステージサイズ

ステージエリア
タップおよびレイヤーの配置状況が表示される領域です。

Y 軸
ステージエリアの縦方向の座標軸を表します。左図（フロントビュー）では右側がプラス方向です。

X 軸
ステージエリアの横方向の座標軸を表します。左図（フロントビュー）では下側がプラス方向です。

ステージの中心
ステージの中心（座標X,Y,Z=0,0,0）を表します。

タップの中心
タップの中心を表します。

カメラの中心
カメラの中心を表します。

レイヤー／タップフレームの表示
各々のレイヤー /タップの外枠は、色付きの線で囲まれた矩形領域として表示されます。

ステージサイズ
ステージの枠が二重線で表示されます。はみ出した部分の画像は表示されません。[環境設定 ]ダイアログで枠の大きさを変えることができ
ます。

1 	画面表示パネル

2 	ツールボタン

3 	3Dカメラアングル選択ボタン

4 	表示モード選択ボタン

5 	ツール設定パネル

6 	フレームスライダー

7 	フレーム制御パネル

8 	カーソルの位置情報表示エリア
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ステージの表示を拡大／縮小する
ステージウインドウの「ステージエリア」内での表示を拡大／縮小することができます。

虫めがねツ－ルを使う方法

[ ステージ ] ウインドウの [虫めがね ]ツ－ルを使用して、ステージエリアの拡大表示・縮小表示を行うことができます。
拡大したい部分をクリックすると、クリックした部分を中心に拡大表示されます。[Alt/Opt] キーを押しながら縮小表示したい部分をクリッ
クすると、クリックした部分を中心に縮小表示されます。

[ ステージ ] メニューを使う方法
[ ステージ ] メニューの各拡大／縮小率コマンドを使用して、ステージエリアの拡大表示・縮小表示を選択した倍率で行うことができます。

拡大表示・縮小表示ボタンを使う方法

[ ステージ ] ウインドウの [拡大表示 ][ 縮小表示 ]ボタンを使用して、ステージエリアの拡大表示・縮小表示を行うことができます。
[拡大表示 ]ボタン：ステージエリアを拡大表示にします。
[縮小表示 ]ボタン：ステージエリアを縮小表示にします。

ステージの表示をスクロールさせる
ステージウインドウの「ステージエリア」内での表示をスクロールすることができます。

[ステージ ]ウインドウの [手のひら ]ツ－ルを使用してステージエリア内をドラッグすると、表示をスクロールすることができます。（他の
ツールを使用しているときに [Ctrl] キーを押した場合も、[手のひら ]ツ－ルと同様になります。）

[ステージ ]メニューの [タップ表示 ]コマンドまたは [ステージ ]ウインドウの [タップ表示 ] ボタンをONにすると、カレントタップま
たはカレントレイヤーの外枠に、上下を示すタップの枠を表示します。

ステージにタップを表示する
[ ステージ ] ウインドウの「ステージエリア」内での表示に、タップの枠を表示することができます。
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ステージにグリッドを表示する
[ ステージ ] ウインドウの「ステージエリア」内に、グリッドを表示することができます。

[ステージ ]メニューの [グリッド表示 ]コマンドまたは [ステージ ]ウインドウの [グリッド表示 ] ボタンをONにすると、「ステージエリア」
内にグリッドを表示します。

ステージを基本表示にする
[ ステージ ] メニューの [基本表示 ]コマンドは、ステージの表示状態を初期状態に戻すコマンドです。

ステージエリアに配置されているカレントフレームの画像の外枠を色付きの矩形で表示します。他の情報は、何も表示しません。
画像の内容を確認することはできませんが、表示が高速で、大雑把な位置関係をつかむのに適しています。

ステージに画像を表示する
[ ステージ ] ウインドウの「ステージエリア」内で、レイヤーの画像を表示することができます。

[ステージ ]メニューの [画像 ] コマンドまたは [ステージ ]ウイン
ドウの [画像 ] ボタンをONにすると、各レイヤーに登録されてい
る画像を [ステージ ]ウインドウに表示します。

ステージに画像の輪郭線を表示する
ステージウインドウの「ステージエリア」内で、レイヤーの画像の輪郭線を表示することができます。

[ステージ ]メニューの [輪郭線 ] コマンドまたは [ステージ ]ウイ
ンドウの [輪郭線 ] ボタンをONにすると、各レイヤーに登録され
ている画像の輪郭線を [ステージ ]ウインドウに表示します。

タイムシートや PSD 形式の場合は
レイヤーに登録されている画像がタイムシートやPSD形式の場合
は輪郭線は表示されません。
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ステージに全てのキーフレームを表示する
[ ステージ ] ウインドウの「ステージエリア」内で、全てのキーフレームを表示することができます。

[ステージ ]メニューの [全てのキーフレーム ]コマンドまたは [ス
テージ ]ウインドウの [全てのキーフレーム ] ボタンをONにする
と、[ステージ ]ウインドウにカレントタップまたはカレントレイ
ヤーの持つ全てのキーフレームを表示します。
「全てのキーフレーム」コマンドは以下のサブコマンドを持ってお
り、必要なキーフレームだけをステージ上で確認することができま
す。
[位置X] [ 位置 Y][ 位置 Z][ スケール ][ 回転 ][ 中心 ]

ステージにフレームの軌跡を表示する
ステージウインドウの「ステージエリア」内で、フレームの軌跡を表示することができます。

[ステージ ]メニューの [フレームの軌跡 ]コマンドまたは [ステー
ジ]ウインドウの[フレームの軌跡] ボタンをONにすると、[ステー
ジ ]ウインドウにカレントタップまたはカレントレイヤーの軌跡を
表示します。
フレームの軌跡は、カレントタップまたはカレントレイヤーの中心
点をつないだ線として表示されます。

ステージに全てのフレームを表示する
[ ステージ ] ウインドウの「ステージエリア」内で、全てのフレームを表示することができます。

[ステージ ]メニューの [全てのフレーム ]コマンドまたは [ステー
ジ]ウインドウの[全てのフレーム] ボタンをONにすると、[ステー
ジ ]ウインドウにカレントタップ又はカレントレイヤーの全てのフ
レームを表示します。

ステージにモーションパスを表示する
ステージウインドウの「ステージエリア」内で、モーションパスを表示することができます。

[ステージ ]メニューの [モーションパス ]コマンドまたは [ステー
ジ]ウインドウの[モーションパス] ボタンをONにすると、[ステー
ジ ]ウインドウにパス作成ツールで描いた軌跡を表示します。
�モーションパスについての詳細は、第4章『応用編・撮影』→
『Step:04 中割り』（⇒P.250）を参照してください。
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ステージで動きを確認する
ステージウインドウの「ステージエリア」内で、画像やフレームの動きを再生表示することができます。
再生の速度は使用しているパソコンの処理速度に依存します。タイムシートで指定された通りの速度で動くわけではありませんので注意し
てください。

再生／停止コマンドを使う方法
[ ステージ ] メニューの [再生 ][ 停止 ] コマンドを使用して、ステージ上で画像を再生することができます。

フレーム制御パネルを使う方法

[ ステージ ] ウインドウのフレームスライダーを使用して、ステージ上で画像を再生することができます。

フレーム制御パネルを使う方法

[ ステージ ] ウインドウのフレーム制御パネルを使用して、ステージ上で画像を再生することができます。

ステージを 3D ビューで表示する
3Dカメラワークを操作する際に、ステージウインドウの「ステージエリア」内の表示状態を切り換えて、カメラやセルの位置関係を確認す
ることができます。

[ステージ ]メニューの [ビュー ] コマンドまたは [ステージ ]ウインドウの3Dカメラアングル選択ボタンを切り換えて、ステージ上の表
示を切り換えることができます。

[フロントビュー ] [ トップビュー ]

 セル

 カメラ

[ サイドビュー ] [ カメラビュー ]

 カメラ

 セル

[ ステージウインドウ ]についての詳細は、第8章『リファレンス』
→『Step:02ウインドウ』→『ステージウインドウ』（⇒P.534）
を参照してください。
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基本編・操作

第3章

この章では、撮影の基本操作について紹介します。

Step:01 撮影の流れ1：FIX（フィックス） 102

Step:02 撮影の流れ2：T.U.（トラックアップ） 142

Step:03 撮影の流れ3：Follow（フォロー）・SL（スライド） 174

第
３
章
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ステージウィンドウのボタンのオプション機能
[ ウィンドウ ]メニュー→ [ステージ ]で表示される [ステージ ]ウィンドウのオプション機能を紹介します。

[ タップ編集 / レイヤー編集 ] ボタン
クリックして切り替えると、タイトルバーに現在選択中の編集モードが表示されます。

[XYZ のキーフレーム解除 ] ボタン
[ 中割り ] パレットの [XYZのキーフレーム解除 ]ボタンと同じ機能です。。
詳しくは第4章『応用編・撮影』→『Step:02 キーフレーム』→『撮影パラメータＸＹＺのキーフレームを同時に解除する』(⇒ P.219)
を参照してください。

[タップ編集 ]選択時

[ レイヤー編集 ]選択時

[ キーフレーム表示 ] ボタン
クリックするとキーフレームが設定できます。切り替え順は下記の通りになります。
[非連続キーフレーム ]→ [ 連続キーフレーム ]→解除
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:
 CoreRETAS

撮影の流れ 1：FIX（フィックス）
01

ここでは、CoreRETASの「FIX（フィックス）」カットでの撮影方法を説明します。

素材の準備
ここでは、以下の素材を使って、FIX カット（カメラが動かないカット）の撮影手順を説明します。

操作の流れ
FIX カットの撮影は、以下の操作の流れに従って行います。

1 	サンプルデータのディスクからハードディスクに [C-001-0062] をコピーした後、[-BG] フォルダおよび [A] フォルダ以外のファイル
を削除します。

[- BG] フォルダ：[背景 ] 画像…1枚

[A] フォルダ：[A] セル画像…8枚

サンプルデータ [C-001-0062] サンプルデータには以下の画像が収録されています。

FIX　撮影イメージ

タイムシートファイルを削除する
サンプルデータ [C-001-0062] を開き、撮影の流れを学習するにあたって、不要なファイルを削除します。

1

CoreRETAS を起動する

ファイルブラウザで素材を確認する

撮影用タイムシートを作成する

セルバンクに素材を登録する

シート打ち 1（A セルにセル番号を入力する）

シート打ち 2（背景にセル番号を入力する）

レイヤーの設定を行う

素材の位置を調整する

動きを確認する（RAM プレビュー）

ファイルに書き出す

撮影用タイムシートを保存する

CoreRETAS を終了する
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C O L U M NC O L U M N

タイムシートの有無について（参考）

紙のタイムシートのみがある場合

撮影用タイムシートファイル
（*.tsf）

（1）「CoreRETASを起動する」
（2）「ファイルブラウザで素材を確認する」
（3）「シート打ち2（背景にセル番号を入力する）」
　　　　　　　　　…

の順で行います。「セルバンクに素材を登録する」「シート打ち1（Ａセ
ルにセル番号を入力する）」は行いません。

撮影用タイムシートファイルがある場合

作画用タイムシートファイルのみがある場合

（1）「CoreRETASを起動する」
（2）「ファイルブラウザで素材を確認する」
（3）[ 作画用タイムシート ]を [ 撮影用タイムシート ]に変換※
（4）「シート打ち2（背景にセル番号を入力する）」
　　　　　　　　　…

※ �[ 作画用タイムシート ]から [ 撮影用タイムシート ]への変換方法につ
いては、第2章『基本編・概要』→『Step09 撮影用タイムシートを
理解する』→『作画用タイムシートを撮影用タイムシートに変換する』
（⇒P.56）を参照してください。

作画用タイムシートファイル
（*.sxf）

作画用タイムシートファイル（*.sxf）も、撮影用タイムシートファイル
（*.tsf）もない場合は、本章で紹介している流れです。

撮影タイムシートファイルの有無とその種類によって、実際の操作の流れは異なります。本書では「紙のタイムシートの
みがある場合」の手順を紹介しますが、それ以外の場合の流れを参考として説明します。

 01 CoreRETAS を起動する
CoreRETASを起動します。

1 	CoreRETASのアイコンをダブルクリックします。

2 	スプラッシュが表示され、CoreRETASが起動します。

P O I N T

初期状態で起動するには
CoreRETASをインストール直後の状態に戻して使用したいときは、[Shift]
キー（Mac版は [control] キー）を押しながらアイコンをダブルクリック
します。
図のダイアログが表示されたら、[ はい ] をクリックするとインストール時
の状態でCoreRETASを起動できます。
ただし、設定がクリアされますので、ご注意ください。
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 02 ファイルブラウザで素材を確認する
ファイルブラウザで素材を確認します。

1. ファイルブラウザを開く

2. 画像を確認する

1

1 	[ ウィンドウ ]メニューから [ファイルブラウザ ]を選択します。

1 	フォルダ [-BG] を選択します。

2 	フォルダ [-BG] 内の画像のサムネイルが表示されたら、画像を確認します。

3 	フォルダ [A] を選択します。

4 	フォルダ [A] 内の画像のサムネイルが表示されたら、画像を確認します。

2 	[ ファイルブラウザ ]が表示されます。

2

1
2

3

4
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 03 撮影用タイムシートを作成する
[ 作画用タイムシート ]ファイル（*.sxf）も [ 撮影用タイムシート ]ファイル（*.tsf）も用意されておらず、紙のタイムシートしかない場合
は、まず [撮影用タイムシート ]ファイルを作成します。

1. 撮影用タイムシートを作成する

2. タイムシートウィンドウを開く

1

2

3

4

5

1 	[ ファイルブラウザ ]で、これから新規にタイムシートファイル
を作成したいカットフォルダ [C-001-0062] をクリックして、
選択状態にします。

2 	[ ファイルブラウザ ]の [ 新規タイムシート ...] ボタンをクリッ
クすると、[新規タイムシート ]ダイアログが表示されます。

3 	[ タイムシート名 ]を入力します。

4 	図の通りに各設定項目を入力します。

5 	[OK] ボタンをクリックします。

1 	選択したカットフォルダ内に [撮影用タイムシート ]ファイル
（*.tsf）が作成されます。

2 	[ 撮影用タイムシート ]ファイル [C-001-0062.tsf] のアイコ
ンをダブルクリックします。

3 	[ タイムシート ]ウィンドウが表示されます。

ファイルメニューからの作成
[ ファイル ] メニューから [新規 ] → [ タイムシート ...] コマンドを
選択（ショートカット：キーボードの [Ctrl/Cmd] キーを押しなが
ら [N] キーを押す）しても、タイムシートを作成できます。

この方法で [タイムシート ]ウィンドウを作成した場合、[保存 ] コ
マンドを実行するまではファイルとして保存されませんのでご注意
ください。

12

3

ファイルブラウザでの作成
[ ファイルブラウザ ]のボタンから撮影用タイムシートを作成する
と、目的の [カットフォルダ ]に初めから撮影用タイムシートのファ
イルを配置できます。
また、マネジメントファイル（*.mngまたは *.mn6）があれば、[新
規タイムシート ]ダイアログで設定する [フレーム数 ][ レイヤー数 ]
などの基本データが入力済みのタイムシートが作成されます。
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 04 撮影用タイムシートを保存する
撮影用タイムシートの作業中は、こまめに保存することをお勧めします。不慮の事故が発生した場合でも、前回保存した状態から作業を再
開できます。

 05 セルバンクに素材を登録する
カット内で使用する画像を [セルバンク ]パレットに登録します。

1. タイムシートファイルを保存する
作業中の撮影用タイムシート (*.tsf) のデータを保存します。

1. セルバンクパレットを開く
[ セルバンク ]パレットを表示します。

1

1 	撮影用タイムシートに変更を加えると、[ファイル ]メニューの [保存 ] が選択できるようになります。[保存 ] を選択すると、それまで
保存していたデータに上書き保存されます。

	 [ 別名で保存 ... ] を選択すると、[名前をつけて保存 ]ダイアログが表示され、ファイルを保存する場所やタイムシートファイルの名前を
設定できます。

1 	[ ウィンドウ ]メニューから [セルバンク ]を選択します。

2 	[ セルバンク ]パレットが表示されます。[セルバンク ]パレットには、ファイルが保存されている場所、サイズ、解像度などの情報も表
示されます。

P O I N T

タイムシート保存時の注意
タイムシートファイルを保存する場合は、以下について注意してください。
・タイムシートファイルは必ず、そのカットフォルダの中に保存してください。
・タイムシートファイルの名称は、カットフォルダの名称と一致させることを推奨します。
・タイムシートファイルに、拡張子 (.tsf) が付いているかどうかを確認してください。
タイムシートを Ver.5 で使用するには
CoreRETASで作成したタイムシートをVer.5 で使用するには、Ver.5 形式のタイムシートとして保存します。[ファイル ]メニューから [別名で保存 ...] を
選択し、[名前を付けて保存 ]ダイアログの [複製を保存 ]と [Ver.5 形式で保存 ]チェックボックスをONにすると、Ver.5 形式で保存できます。

2

1

P O I N T

[ タイムシート ] ウィンドウと連動するパレット類
右記の各ウィンドウおよびパレットは、[タイムシート ]ウィンドウを開いた時に表示できます。[タイムシート ]ウィンド
ウを閉じると、これらのウィンドウも閉じます。
再度 [タイムシート ]ウィンドウを開くと、前回閉じた時点の状態で各ウィンドウが表示されます。

・[ステージ ]ウィンドウ
・[セルバンク ]パレット
・[レイヤー設定 ]パレット
・[中割り ] パレット
・[モーションパス ]パレット
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2. 背景をセルバンクに登録する
通常、背景の画像は [-BG] または [BG] などの名前のフォルダに保存されています。[-BG] フォルダ内にある背景画像を、同名のセルバンク
[-BG] に登録します。[セルバンク ]パレットの [セルバンク選択 ]メニューで登録先を選択します。

3. A セルをセルバンクに登録する
次は [A] フォルダ内の8枚のセルを、同名のセルバンク [A] にすべて登録します。

1 2

3
4

5

1 	[ セルバンク選択 ]メニューから、[-BG] を選択します。左右の
ボタンで登録先を切り替えて選択することもできます。

2 	[ 登録 ...] ボタンをクリックすると、[ファイルを開く ]ダイア
ログが表示されます。

3 	[-BG] フォルダを選択します。

4 	画像ファイル [BG062.png] を選択します。

5 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

1 	[ セルバンク選択 ]メニューから、セルバンク [A] を選択します。
左右のボタンで登録先を切り替えて選択することもできます。

2 	[ 登録 ...] ボタンをクリックすると、[ファイルを開く ]ダイア
ログが表示されます。

3 	[A] フォルダを選択します。

4 	[ 選択ファイルのみ登録 ]チェックボックスが、図のように
OFFになっているのを確認します。

5 	[A] フォルダ内の画像ファイルをいずれか1つだけ (例：Ａ
0001.png) 選択します。

6 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

6 	セルバンク [-BG] に [-BG] フォルダ内の画像が登録され、自動的に連続した数字が割り当てられます。この数字を [セル番号 ]と呼び、
タイムシートで画面に表示する画像を指定する際に、この [セル番号 ]を使用します。

	 [ セルバンク ]パレットには、保存されている場所、サイズ、解像度などのファイル情報も表示されます。

7 	セルバンク [A] に [A] フォルダ内の画像が登録され、登録された画像には自動的に [セル番号 ]が割り当てられます。
	 [ セルバンク ]パレットには、保存されている場所、サイズ、解像度などのファイル情報も表示されます。

6

4

3
5

6

[ ファイルを開く ] ダイアログの
表示方法
[ ファイルを開く ]ダイアログは、 [ タイ
ムシート ]ウィンドウの [セルバンク選
択 ]メニューを、[Shift] キーを押しなが
らクリックしても表示できます。

+  キー

1 2

7

P O I N T

選択ファイルのみ登録
[ ファイルを開く ]ダイアログの [選択ファイルのみ登録 ]チェックボック
スを切り替えることよって、セルバンクに登録する動作が右記のようになり
ます。

ON 選択したファイルだけがセルバンクに登録されます。

OFF どの画像ファイルを選択しても、フォルダ内にある全ての画像
ファイルがセルバンクにまとめて登録されます。
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 06 シート打ち 1（Ａセルにセル番号を入力する）
紙のタイムシートを見ながら、[タイムシート ]ウィンドウに [セル番号 ]を入力（シート打ち）し、セルバンクに登録された対応する画像
を登録します。まず、[A] セルレイヤーの画像を [タイムシート ]ウィンドウに登録します。

紙のタイムシート
この紙のタイムシートに記載されている [セル番号 ]を、[ タイムシート ]ウィンドウに入力します。

セルバンクに登録された画像　例：A セル
[ セルバンク ]パレットに画像が登録されると、自動的に連続した数字が割り当てられます。この数字を [セル番号 ]と呼び、タイムシート
で画面に表示する画像を指定する際に、この [セル番号 ]を使用します。

1. 入力の準備を行う
[A] セルレイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューが [セル番号 ]になっていることを確認します。

1 2

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[A] セルレイヤーの [入力パラ
メータ選択 ]メニューの表示が [セル番号 ]になっていることを
確認します。

2 	[ セル番号 ] 以外が表示されている場合には、[入力パラメータ
選択 ]メニューから [セル番号 ]を選択してください。
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2. 複数フレームに繰り返しセル番号を入力する
複数フレームに、繰り返し [セル番号 ]を入力します。

1

2

3

4

1 	[A] セルレイヤーの1～3フレーム目をドラッグして、選択状
態にします。

2 	[ パラメータ入力フィールド ]に、半角数字の [1] を入力します。

3 	[Enter]キーを押すと、選択した3フレームに同時に[セル番号]
の [1] が入力されます。

4 	入力が確定すると、選択した3フレーム分、選択範囲が自動的
に下へ移動します。

5

5 	以後は3フレーム単位で [セル番号 ]の入力を続けられます。
	 [ パラメータ入力フィールド ]に [2] を入力して [Enter] キーを

押すというように、[セル番号 ]の [7] まで同様の手順を繰り返
し、図のように入力します。

P O I N T

パラメータの入力は半角英数で行う
[ セル番号 ] などタイムシートに入力するパラメータは、必ず半角英数字を
使用してください。

データセルの「-」とは
[ データセル ]に表示されている [–] は、上の [データセル ]と同じ数字が記
入されているという意味です。
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3. 複数のフレームに同一のセル番号を入力する
連続した複数のフレームを選択し、同一の [セル番号 ]を入力します。

1

3

3

2

1 	最後のセル番号 [8] のみ 9フレーム分続くので、[A] セルレイ
ヤーの22フレーム目から30フレーム目までをドラッグして
選択状態にします。

2 	[ パラメータ入力フィールド ]に [8] を入力します。

3 	[Enter] キーを押すと、[セル番号 ]の [8] が 22～ 30フレー
ムに登録されます。

 07 シート打ち 2（背景にセル番号を入力する）
[-BG] レイヤー（背景）の画像を [タイムシート ]ウィンドウに登録します。

1. 全フレームに同一のセル番号を一括で入力する
[-BG] レイヤーの全フレームに、同一の [セル番号 ]を登録します。ここでは [セル番号 ]の [1] を入力します。

1

2

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[-BG] レイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューの表示が [セル番号 ]になっていることを確認します。

2 	[-BG] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

3 	[-BG] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示されます。
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5

4

4 	[ パラメータ入力フィールド ]に半角数字の [1] を入力します。

5 	[Enter] キーを押すと、[-BG] レイヤーのすべてのフレームに [セル番号 ]の [1] が登録されます。

 08 レイヤーの設定を行う
タイムシートの各レイヤーに対して、[スムージング ]、[ 合成モード ]、[ 透過指定 ]などを設定します。

1. CAM レイヤーにスムージングを設定する

1

1 	[ ウィンドウ ]メニューから [レイヤー設定 ]を選択すると、[レイヤー設定 ]パレットが表示されます。

3

4

2

2 	[ 設定 ] タブをクリックします。

3 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[CAM] レイヤーを選択します。

4 	[ スムージング ]チェックボックスがONになっているのを確認します。
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2.-BG レイヤーに全面不透過を設定する

3. Ａセルレイヤーに白透過を設定する

1

2

3

1 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[-BG] レイヤーを選択します。

2 	[ 合成モード ]が [ 通常合成 ]になっているのを確認します。

3 	[ 透過指定 ] が [ 全面不透過 ]になっているのを確認します。

1 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[A] セルレイヤーを選択します。

2 	[ 合成モード ]が [ 通常合成 ]になっているのを確認します。

3 	[ 透過指定 ] が [ 白透過 ] になっているのを確認します。

1

2

3

[ 透過指定 ]、[ 合成モード ]、[ スムージング ]についての詳細は、
第4章『応用編・撮影』の『Step:08 透過指定』（⇒P.272）、
『Step:09 合成モード』（⇒P.276）、『Step:10 スムージング』
（⇒P.284）を参照してください。

 09 素材の位置を調整する
読み込んだ画像素材は、そのままの状態で画面の正しい位置に配置されているとは限らないため、[ステージ ]ウィンドウで各レイヤーの描
画位置を確認します。

1. 位置調整の準備：環境設定を確認する
[ 環境設定 ] ダイアログを表示します。

1

2

3

4

1 	[ 編集 ] メニューから [設定 ] → [ 環境設定 ...] の順で選択します。
	 (MacOSXの場合は、アプリケーションメニューから [環境設定 ...] を選択します )

2 	[ 環境設定 ] ダイアログの [タイムシート ]を選択します。

3 	[中割り自動更新]欄の[キーフレームが未指定のパラメータにはキーフレームを自動作成しない]および[タイムシートからの入力でキー
フレームを自動作成 ]のチェックボックスがONになっていることを確認します。

4 	[OK] ボタンをクリックします。

中割り自動更新の設定について
[中割り自動更新]欄の[キーフレームが未指定のパラメータにはキー
フレームを自動作成しない] および[ タイムシートからの入力でキー
フレームを自動作成 ] についての詳細は、第7章『応用編・設定』
→『Step:01 環境設定』→『タイムシート』（⇒P.502）を参照し
てください。



CoreRETAS

124

User Guide

125

2. 位置調整の準備：カメラに映る範囲を確認する
素材の位置を調整する前にカメラに映る範囲を確認します。

1

2

3 5

4

1 	[タイムシート]ウィンドウの[カレントフレーム]が[1]になっ
ているのを確認します。

2 	[ ウィンドウ ]メニューから [ステージ ]を選択すると、[ステー
ジ ]ウィンドウが表示されます。

3 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューから [CAM] レイヤーを選
択します。

4 	カメラに映る範囲が赤い枠で表示されます。

5 	[ 画像 ] ボタンをONにすると、[カレントフレーム ]の画像の
配置状況が [ステージエリア ]に表示されます。

6 	[ タイムシート ]ウィンドウの [フレームナンバー表示エリア ]
をダブルクリックします。

7 	[ レンダリング ]ウィンドウが、カメラを通して撮影された合成
結果およびチャイム音と共に表示されます。

8 	[ 全体表示 ] ボタンをクリックすると、カメラに映る画像全体が
[レンダリング ]ウィンドウの大きさに合わせて表示されます。

カレントフレームとは
[ ステージ ]ウィンドウで編集対象となっているフレームや [レンダ
リング ]ウィンドウで描画対象となっているフレームを [ カレントフ
レーム ]と呼びます。

6

8

7

P O I N T

ステージに画像が表示されない場合
[ ステージ ] ウィンドウの [画像 ] ボタンをONにしても [ステージ ]に画
像が表示されない場合、タイムシートに [セル番号 ]が登録されていないか、
[CapsLock] がかかっている可能性があります。
[ステージ ]ウィンドウのタイトルバーに [Caps Lock] の表示がある場
合は、Windowsの日本語版キーボードでは [Shift] キーを押しながら
[CapsLock] キーを押し、それ以外のキーボードでは [CapsLock] キーを
押して、[CapsLock] を解除します。

画像の表示がステージからはみ出す場合
[ ステージ ] に赤い枠で表示された「カメラに映る範囲」からはみ出した部
分の画像を [ステージ ]内に表示するには、[編集 ] メニューの [設定 ] → 
[ 環境設定 ...](MacOSXの場合は、アプリケーションメニューから [環境設
定 ...]) を選択して [環境設定 ]ダイアログを表示し、[ステージ ]で [ ステー
ジサイズ ]の [ 大きさ ] を広げるか、[中心 ] の位置をずらしてください。



CoreRETAS

126

User Guide

127

3. 背景の位置を修正する
[-BG] レイヤー（背景）の位置を修正します。

1

1 	[ ウィンドウ ]メニューから [中割り ] を選択すると、[中割り ]
パレットが表示されます。

2 	[ 全般 ] 欄の [ 自動更新 ]ボタンをクリックして、図のように
ONの状態にします。

3 	[-BG] レイヤーが [-BG] のタップに接続されているのを確認し
ます。

2

3

P O I N T

自動更新ボタンが ON の場合
[ 自動更新 ] ボタンがONでキーフレームがない場合、タイムシートのパラ
メータを1フレームだけ変更すると、全てのフレームに同じ値が自動的に
入力されます。
※セル番号は自動中割りされません。

例 : 
10フレーム目のパラメータを変更した場合、前後全てのフレームも10フ
レーム目と同じ値になります。

　　　　　　　　　　[T位置Ｘ ] 　 [T 位置Ｙ ]

8
4 6

5

7

9

10

4 	[ タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

5 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

6 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [-BG] タップに切り替えます。

7 	カレントフレームが「1」になっていることを確認します。

8 	[ 移動 ] ツールを選択します。

9 	[-BG] レイヤーの画像をドラッグし、位置を調整します。

10 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では図の通りに入力します。

P O I N T

タップ編集モードとは
[ ステージ ] ウィンドウではレイヤー編集モードとタップ編集モード
を切り替えることができます。
タップ編集モードはタップの位置を編集するモードで、通常はこち
らを使用します。

移動ツールとは
[ ステージ ] ウィンドウ上で、タップやレイヤーの位置をドラッグし
て変更できます。画面を見ながら大まかな位置に配置するのに使用
します。
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11 13

12 14

11 	[ タイムシート ]ウィンドウの [-BG] レイヤーの [入力パラメー
タ選択 ]メニューから [T位置X] を選択します。

12 	[ ステージ ] ウィンドウの [-BG] レイヤーに入力した [T位置X]
の 1フレーム目の値（作例では [-240.0]）が、最後のフレー
ムまで続いているのを確認します。

13 	[ 入力パラメータ選択 ]メニューから [T位置Y] を選択します。

14 	[T 位置 Y] も、1フレーム目の値（作例では [-160.0]）が、最
後のフレームまで続いているのを確認します。

P O I N T

2 フレーム目以降が変化していない場合
1フレームだけ座標が変化して、2フレーム目以降の座標が変化していない
場合は、[中割り ] パレットの [自動更新 ]ボタンがONになっていない可
能性があります。

タップによる管理
特別な場合を除き、画像の位置は所属するレイヤーのパラメータを変更する
のではなく、それらのレイヤーが接続されているタップのパラメータを変更
して管理します。

3.A セルの位置を修正する
[A] セルレイヤーの位置を修正します。

1

2

1 	[ 中割り ] パレットの [全般 ] 欄の [ 自動更新 ]ボタンが図のよ
うにONの状態になっているのを確認します。

2 	[A] セルレイヤーが [♯ 01] のタップに接続されているのを確
認します。
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　　　　　　　　　　[T位置Ｘ ] 　 [T 位置Ｙ ]

7
3 5

4

6

8

3 	タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

4 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

5 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [＃ 01] タップに切り替えます。

6 	カレントフレームが [1] になっていることを確認します。

7 	[ 移動 ] ツールを選択します。

8 	[A] セルレイヤーの画像をドラッグし、位置を調整します。

9 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では図の通りに入力します。

9

10 12

11 13

10 	[ タイムシート ]ウィンドウの [A] レイヤーの [入力パラメータ
選択 ]メニューから [T位置X] を選択します。

11 	[ ステージ ] ウィンドウの [A] レイヤーに入力した [T位置X]
の 1フレーム目の値（作例では [-36.0]）が、最後のフレーム
まで続いているのを確認します。

12 	[ 入力パラメータ選択 ]メニューから [T位置Y] を選択します。

13 	[T 位置 Y] も、1フレーム目の値（作例では [-2.0]）が、最後
のフレームまで続いているのを確認します。
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4. 調整した素材の位置を確認する（ステージウィンドウ上での簡易プレビュー）
調整した素材の位置を確認します。

1

2

1 	[ ステージ ]ウィンドウの [再生 /停止 ]ボタンをONにすると、
[ステージ ]上で映像の再生が始まり、1コマごとの位置を確認
できます（再生速度は、タイムシートで指定された実際の速度
と異なります）。

	 再生を停止したい場合は、もう一度[再生/停止]ボタンをクリッ
クします。

2 	[ ステージ ] ウィンドウでの再生に合わせて、[タイムシート ]
ウィンドウのカレントフレームも1コマずつ移動します。

 10 動きを確認する（RAM プレビュー）
正確な速度で映像の動きを確認したいときは、[RAMプレビュー ]を使います。

1

2

3

4

5

1 	[ ファイル ] メニューから [RAMプレビュー ]→ [ 設定 ...] を選
択すると、[RAMプレビュー設定 ]ダイアログが表示されます。

2 	[ 再生範囲 ] から [ 全てのフレーム ]を指定します。

3 	[ 最大化して再生 ]のチェックボックスをOFFにします。

4 	[ 精度 ]などの [描画設定 ]を行います。特に必要がない場合は、
図と同じ設定にしてください。

5 	[ 実行 ] ボタンをクリックします。
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8 7

6

6 	[ レンダリング ]ウィンドウで、ループ再生が始まります。1回目の再生はレンダリングを行うため正しい速度で再生されませんが、2
回目以降は正しい速度でループ再生されます。

	 再生を停止したい場合は、[Esc] キーを押します。

7 	映像を再生したい場合は、[RAMプレビュー実行 ]ボタンを押すか、[ファイル ]メニューから [RAMプレビュー ]→ [実行 ]を選択します。

8 	表示される映像の大きさを変更したい場合は、[レンダリング ]ウィンドウの [拡大表示 ]ボタンや [縮小表示 ]ボタンで調整します。

P O I N T

レンダリングを途中で停止したい場合
レンダリングを途中で停止したい場合は [Space] キーを押します。停止すると、レンダリングが終了している部分のみ再生を開始します。尺が長いカットの最
初の部分だけレンダリングしたい場合などに利用できます。

 11 ファイルに書き出す
撮影したカットを、ムービーまたは連番画像ファイルとして書き出します。

1. 書き出しの設定を行う
ムービーまたは連番画像ファイルを書き出すための設定を行います。

1

2

1 	書き出したいカットの [タイムシート ]ウィンドウを前面に表
示させます。

2 	[ ファイル ] メニューから [書き出し ...] を選択すると、[書き出
し ]ダイアログが表示されます。
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3 4

5 6

7

8 10

3 	[ 書き出し ] ダイアログの [ファイルタイプ ]で画像フォーマットを選択します。作例では [QuickTime Movie] を選択しています。

4 	[QuickTime Movie] 形式の場合は [コーデック ...] ボタンをクリックし、[圧縮設定 ]ダイアログで [圧縮の種類 ]や [ 品質 ] を選択して
[OK] ボタンをクリックします。

	 作例ではコーデックの例として [MPEG-4 ビデオ ]、品質 [ 中 ] を選択しています。

5 	[ 書き出し ]ダイアログの [保存場所 ]を選択します。チェックボックスをONにした、リストの一番上の場所に、ムービーが作成されます。

6 	リストにない[保存場所]を新しく指定する場合は[追加...]ボタンをクリックし、[フォルダの参照]ダイアログから保存場所を選択します。

Windows 版での QuickTime ムービー
Windows版でQuickTime ムービーを書き出す際には、ご使用の
パソコンにQuickTime がインストールされている必要があります。

保存場所の優先順位
[ 書き出し ] ダイアログの [保存場所 ]に複数の保存場所が指定され
ている場合は、チェックボックスがONになっている保存場所のう
ち、リストの一番上に指定されている保存場所に保存されます。
書き出し中にディスクが一杯になった場合は、次の保存場所に自動
的に切り替わります。
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7 	[ サイズ ] を選択します。作例では [1/2に縮小 ] を選択します。

8 	[ レンダリング設定 ...] ボタンをクリックして、[レンダリング設定 ]ダイアログを表示します。

9 	[ レンダリング設定 ]ダイアログで詳細な設定を行い、最後に [OK] ボタンをクリックします。

10 	[ 書き出し ] ダイアログで各設定項目を入力して [書き出し ]ボタンをクリックすると、書き出しが始まります。特に変更の必要がない場
合は、図と同じ設定にしてください。

1 	書き出し全体の進行状況が [書き出しキュー ]ウィンドウのプログレスバーに表示されます。

2 	[ レンダリング ]ウィンドウに、書き出し中の画像が1コマずつ描画されます。

3 	書き出しが完了すると告知音が鳴り、[書き出しキュー ]ウィンドウの [状態 ]欄が [完了 ]に変化します。指定した保存場所に、タイムシー
ト名と同じ名前が付いたQuickTime ムービーファイルが生成されます。

9

P O I N T

24 コマ→ 30 コマの場合はテレシネ変換を設定する
1秒間24コマの設定から30コマの映像を書き出した
い場合は、[レンダリング設定 ]ダイアログで、[フィー
ルドとテレシネ変換]の[テレシネ変換]をONにします。
テレシネ変換を行った場合、奇数のラインと偶数のライ
ンに分かれて「すだれ」状に見えるコマが現れますが、
異常ではありません。

テレビ放送に使用する場合はドロップフレームを設定する
テレシネ変換を行ったものをテレビ放送に使用する場合は、「ドロップフレーム」をONにする必要がある場合があります。「ドロップフレーム」についての詳細は、
128ページ「ドロップフレームについて」を参照してください。

例 : 「すだれ」状に見えるコマ

2. 書き出しを実行する
[ 書き出し ] ボタンをクリックすると、CoreRETASがムービーの書き出しを開始します。
[書き出しキュー ]ウィンドウが表示され、進行状況が表示されます。　

1

3

2

書き出しが始まらないときは
[ 書き出し ] ボタンをクリックしても書き出しが始まらない場合は、
[書き出しキュー ]ウィンドウの [開始 ] ボタンをクリックしてくだ
さい。
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3. ファイルを再生する
書き出したQuickTime ムービーファイルを再生し、映像を確認します。

1 	書き出されたQuickTime ムービーファイルのアイコンをダブルクリックすると、再生用のアプリケーションソフトが起動し、ムービー
のウィンドウが開きます。

1 	[ ファイル ] メニューから [終了 ] を選択すると、CoreRETASが終了します。

2 	再生ボタンをクリックすると、ムービーがスタートします。

2

 12 撮影用タイムシートを保存する
作業が完了した撮影用タイムシート (*.tsf) のデータを保存します。
保存方法の詳細は、『撮影用タイムシートを保存する』(⇒ P.110) を参照してください。

 13 CoreRETAS を終了する
CoreRETASを終了します。

1
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:
 CoreRETAS

撮影の流れ 2：T.U.（トラックアップ）
02

ここでは、「T.U.（トラックアップ）」カットでの撮影の流れを説明します。

素材の準備
ここでは、以下の素材を使って、T.U.（トラックアップ）カット（カメラが被写体に近づいて行くカット）の撮影手順を説明します。

操作の流れ
T.U. カットの撮影は、以下の操作の流れに従って行います。

サンプルデータ [C-002-0082]

[- BG] フォルダ：[背景 ] 画像…1枚

[A] フォルダ：[A] セル画像…1枚

サンプルデータには以下の画像が収録されています。

T.U.　撮影イメージ

タイムシートファイルを削除する
サンプルデータ [C-002-0082] を開き、撮影の流れを学習するにあたって、不要なファイルを削除します。

1

1 	サンプルデータのディスクからハードディスクに [C-002-0082] をコピーした後、[-BG] フォルダおよび [A] フォルダ以外のファイル
を削除します。

CoreRETAS を起動する

ファイルブラウザで素材を確認する

撮影用タイムシートを作成する

セルバンクに素材を登録する

シート打ち 1（背景にセル番号を入力する）

シート打ち 2（A セルにセル番号を入力する）

T.U.（トラックアップ）の設定 1/ 最初のフレームの設定を行う

T.U.（トラックアップ）の設定 2/ 最後のフレームの設定を行う

T.U.（トラックアップ）の設定 3/ キーフレーム間の中割りを行う

動きを確認する（RAM プレビュー）

ファイルに書き出す

撮影用タイムシートを保存する

レイヤーの設定を行う CoreRETAS を終了する

素材の位置を調整する
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 01 ファイルブラウザで素材を確認する
ファイルブラウザで素材を確認します。

 02 撮影用タイムシートを作成する
[ 撮影用タイムシート ]ファイルを作成します。

1. ファイルブラウザを開く
[ ウィンドウ ]メニューから [ファイルブラウザ ]を選択すると、[ファイルブラウザ ]が表示されます。

1. 撮影用タイムシートを作成する

1

2

1 	フォルダ [-BG] を選択します。

2 	フォルダ [-BG] 内の画像のサムネイルが表示されたら、画像を確認します。

3

4

3 	フォルダ [A] を選択します。

4 	フォルダ [A] 内の画像のサムネイルが表示されたら、画像を確認します。

1

2

3

4

5

1 	[ ファイルブラウザ ]で、これから新規にタイムシートファイ
ルを作成したいカットフォルダ [C-002-0082] クリックして、
選択状態にします。

2 	[ ファイルブラウザ ]の [ 新規タイムシート ...] ボタンをクリッ
クすると、[新規タイムシート ]ダイアログが表示されます。

3 	[ タイムシート名 ]を入力します。

4 	図の通りに各設定項目を入力します。

5 	[OK] ボタンをクリックします。
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2. タイムシートウィンドウを開く

67

8
6 	選択したカットフォルダ内に [撮影用タイムシート ]ファイル
（*.tsf）が作成されます。

7 	[ 撮影用タイムシート ]ファイル [C-002-0082.tsf] のアイコ
ンをダブルクリックします。

8 	[ タイムシート ]ウィンドウが表示されます。

 03 セルバンクに素材を登録する
カット内で使用する画像を [セルバンク ]パレットに登録します。
[セルバンク ]パレットは [ウィンドウ ]メニューから [セルバンク ]を選択すると表示されます。

1. 背景をセルバンクに登録する
通常、背景の画像は [-BG] または「BG」などの名前のフォルダに保存されています。[-BG] フォルダ内にある背景画像を、同名のセルバン
ク [-BG] に登録します。 [ セルバンク ]パレットの [セルバンク選択 ]メニューで登録先を選択します。

1 2

1 	[ セルバンク選択 ]メニューから、[-BG] を選択します。左右のボタンで登録先を切り替えて選択することもできます。

2 	[ 登録 ...] ボタンをクリックすると、[ファイルを開く ]ダイアログが表示されます。

3 	[-BG] フォルダを選択します。

4 	画像ファイル [082.png] を選択します。

5 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

3
4

5

6

6 	セルバンク [-BG] に [-BG] フォルダ内の画像が登録され、自動的に連続した数字が割り当てられます。この数字を [セル番号 ]と呼び、
タイムシートで画面に表示する画像を指定する際に、この [セル番号 ]を使用します。

	 [ セルバンク ]パレットには、保存されている場所、サイズ、解像度などのファイル情報も表示されます。
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2. A セルをセルバンクに登録する
次は [A] フォルダ内の [セル ] を、同名のセルバンク [A] に登録します。

1 2

1 	[ セルバンク選択 ]メニューから、セルバンク [A] を選択します。

2 	[ 登録 ...] ボタンをクリックすると、[ファイルを開く ]ダイアログが表示されます。

3 	[A] フォルダを選択します。

4 	画像ファイル [A0001.cel] を選択します。

5 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

3
4

5

6

6 	セルバンク [-BG] に [-BG] フォルダ内の画像が登録され、自動的に連続した数字が割り当てられます。この数字を [セル番号 ]と呼び、
タイムシートで画面に表示する画像を指定する際に、この [セル番号 ]を使用します。

	 [ セルバンク ]パレットには、保存されている場所、サイズ、解像度などのファイル情報も表示されます。

 04 シート打ち 1（背景にセル番号を入力する）
まず、背景の画像を [タイムシート ]ウィンドウに登録します。

53

1

2
4

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[-BG] レイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューの表示が [セル番号 ]になっていることを確認します。

2 	[-BG] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

3 	[-BG] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示されます。

4 	[ パラメータ入力フィールド ]に半角数字の [1] を入力します。

5 	[Enter] キーを押すと、[-BG] レイヤーのすべてのフレームに [セル番号 ]の [1] が登録されます。
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 05 シート打ち 2（A セルにセル番号を入力する）
[A] セルレイヤーの画像を [タイムシート ]ウィンドウに登録します。

53

1

2
4

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[A] レイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューの表示が [セル番号 ]になっていることを確認します。

2 	[A] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

3 	[A] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示されます。

4 	[ パラメータ入力フィールド ]に半角数字の [1] を入力します。

5 	[Enter] キーを押すと、[A] レイヤーのすべてのフレームに [セル番号 ]の [1] が登録されます。

1 	[ 設定 ] タブをクリックします。

2 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[CAM] レイヤーを
選択します。

3 	[ スムージング ]チェックボックスがONになっているのを確認
します。

 06 レイヤーの設定を行う
タイムシートの各レイヤーに対して、[スムージング ]、[ 合成モード ]、[ 透過指定 ]などを指定します。

1. CAM レイヤーにスムージングを設定する
[ ウィンドウ ]メニューから [レイヤー設定 ]を選択すると、[レイヤー設定 ]パレットが表示されます。

2 1

3

1 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[-BG] レイヤーを選
択します。

2 	[ 合成モード ]が [ 通常合成 ]になっているのを確認します。

3 	[ 透過指定 ] が [ 全面不透過 ]になっているのを確認します。

2.-BG レイヤーに全面不透過を設定する

1

2

3

1 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[A] セルレイヤーを
選択します。

2 	[ 合成モード ]が [ 通常合成 ]になっているのを確認します。

3 	[ 透過指定 ] が [ 白透過 ] になっているのを確認します。

3. Ａセルレイヤーに白透過を設定する

1

2

3
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1 	[ 環境設定 ] ダイアログの [タイムシート ]を選択します。

2 	[中割り自動更新]欄の[キーフレームが未指定のパラメータにはキーフレームを自動作成しない]および[タイムシートからの入力でキー
フレームを自動作成 ]のチェックボックスがONになっていることを確認します。

3 	[OK] ボタンをクリックします。

 07 素材の位置を調整する
背景と [セル ] の位置にずれがある場合は、正しい位置に調整します。

1. 位置調整の準備：環境設定を確認する
[ 編集 ] メニューから [設定 ] → [ 環境設定 ...] の順に選択し、[環境設定 ]ダイアログを表示します。
(MacOSXの場合は、アプリケーションメニューから [環境設定 ...] を選択します )

1

2

3

2. 位置調整の準備：ステージサイズを調整する
[ ウィンドウ ]メニューから [ステージ ]を選択すると、[ステージ ]ウィンドウが表示されます。
[ステージエリア ]に画像全体が表示されるよう、[ステージサイズ ]（二重線の枠）の設定を行います。

1

2

1 	[ ステージ ] ウィンドウの [画像 ] ボタンをONにすると、[カ
レントフレーム ]の画像の配置状況が [ステージエリア ]に表示
されます。

2 	[ ステージサイズ ]（二重線の枠）から画像の一部がはみ出し、
画像全体が表示されていないことが確認できます。

4 	[ 環境設定 ] ダイアログが表示されたら、[ステージ ]を選択し
ます。

5 	[ ステージサイズ ]欄の [中心 (フロント )（X,Y）]を修正します。
作例では画面写真の数値を入力します。

6 	[OK] ボタンをクリックします。

3 	[ 編集 ] メニューから [設定 ] → [ 環境設定 ...] を選択します。

3

5

4

6

7 	[ ステージサイズ ]の設定が調整され、[ステージエリア ]に画
像全体が表示されるようになったことが確認できます。

7

ステージサイズとは
仮想のステージの領域が二重線で表示されます。はみ出した部分の
画像は表示されません。[環境設定 ]ダイアログで枠の大きさや中心
の位置などを変更できます。

P O I N T

中割り自動更新の設定について
[ 中割り自動更新 ]欄の [キーフレームが未指定のパラメータにはキーフレームを自動作成しない ]および [タイムシートからの入力でキーフレームを自動作成 ]
については、第7章『応用編・設定』→『Step:01 環境設定』→『タイムシート』（⇒P.502）を参照してください。



CoreRETAS

154

User Guide

155

3. 背景の位置を修正する
[-BG] レイヤー（背景）の位置を修正します。

1

1 	[ ウィンドウ ]メニューから [中割り ] を選択すると、[中割り ]
パレットが表示されます。

2 	[ 全般 ] 欄にある [自動更新 ]ボタンが図のようにOFFになっ
ているのを確認します。

3 	[-BG] レイヤーが [-BG] のタップに接続されているのを確認し
ます。

2

3

P O I N T

自動更新ボタンが OFF の場合
[ 自動更新 ] ボタンがOFFの場合、パラメータが変更されるのは入力した
フレームのみで、それ以外のフレームは変更されません。

例 : 
10フレーム目のパラメータを変更した場合、11フレーム以降のフレーム
は変更されずそのままの値になります。

　　　　　　　　　　[T位置Ｘ ]  　 [T 位置Ｙ ]

8

4 6
5

7

9

10

4 	[ タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

5 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

6 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [-BG] タップに切り替えます。

7 	カレントフレームが「1」になっていることを確認します。

8 	[ 移動 ] ツールを選択します。

9 	[-BG] レイヤーの画像をドラッグし、位置を調整します。

10 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では画面写真の通りに入力します。
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2～ 120フレーム目　

1フレーム目

11

11 	[タイムシート]ウィンドウの[カレントフレーム]が[1]になっ
ているのを確認します。

12 	[ 再生 /停止 ] ボタンをONにすると、[ステージ ]上で再生が
始まり、1コマごとの位置を確認できます。再生速度は、タイ
ムシートで指定された実際の速度と異なります。再生を停止し
たい場合は、もう一度 [再生 /停止 ] ボタンをクリックします。

12

13 	最初の1フレーム目は位置が調整されていますが、2フレーム
目以降は位置が調整されていないため、背景の位置がずれてい
ます。

1816

14

15
17

14 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[-BG]レイヤーの [入力パラメー
タ選択 ]メニューの表示を [T位置X] に切り替えます。

15 	[-BG] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

16 	[-BG] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示され
ます。

17 	[ パラメータ入力フィールド ]に半角数字の [-82.00] が入力さ
れているのを確認します。

18 	[Enter] キーを押すと、[-BG] レイヤーのすべてのフレームに
[-82.00] が登録されます。
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2321

19

20
22

19 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[-BG]レイヤーの [入力パラメー
タ選択 ]メニューの表示を [T位置Y] に切り替えます。

20 	[-BG] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

21 	[-BG] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示され
ます。

22 	[ パラメータ入力フィールド ]に半角数字の [-294.00] が入力
されているのを確認します。

23 	[Enter] キーを押すと、[-BG] レイヤーのすべてのフレームに
[-294.00] が登録されます。

P O I N T

タイムシートのパラメータを自動更新するには
「3. 背景の位置を修正する」では、[自動更新 ]を使わない場合の操作方法として、全てのフレーム（デー
タセル）に同一のパラメータを手動入力することによってタップを最初から最後まで同じ位置にそろえる
方法を説明しました。
通常は [中割り ] パレットの [全般 ] 欄にある [自動更新 ]ボタンを図のようにONの状態にしていれば、
1フレーム目の変更時に自動的に同レイヤーの全フレームに同じ座標でパラメータが設定されます。
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 08 T.U.（トラックアップ）の設定 1/ 最初のフレームの設定を行う
今度はカメラの動きを設定します。本作例はT.U.（トラックアップ）のカットのため、カメラのスケールの値を大きくして引いた位置から
スタートさせます。[CAM] レイヤーの最初のフレームの大きさと位置を修正します。

1. 最初のフレームのサイズを修正する
1フレーム目のサイズを修正します。

1

21 	[ 中割り ] パレットの [全般 ] 欄にある [自動更新 ]ボタンが図
のようにOFFになっているのを確認します。

2 	[ タイムシート ]ウィンドウの1フレーム目をクリックし、[カ
レントフレーム ]にします。

　　　　　　　　[TスケールＸ ] 　  [T スケールY]

7

3 5
4

6

8

3 	[ タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

4 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

5 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [CAM] タップに切り替えます。

6 	カレントフレームが [1] になっていることを確認します。

7 	[ スケール ] ツールを選択します。

8 	[CAM] レイヤーをドラッグし、カメラサイズ（赤い枠）を調整
します。

9 	[X][Y] の各フィールドに数値入力してもカメラサイズ（赤い枠）
を調整できます。作例では図の通りに入力します。

9
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2. 最初のフレームの位置を修正する
1フレーム目の位置を修正します。

　　　　　　　　　　[T位置Ｘ ]  　 [T 位置Ｙ ]

1

2

3

1 	[ 移動 ] ツールを選択します。

2 	赤い枠をドラッグし、位置を調整します。

3 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では図の通りに入力します。

4

4 	[CAM] レイヤーの1フレーム目の大きさと位置の設定が完了
しました。
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 09 T.U.（トラックアップ）の設定 2/ 最後のフレームの設定を行う
[CAM] レイヤーの最後のフレームの大きさと位置を修正します。

1. 最後のフレームのサイズを修正する
120フレーム目のサイズを修正します。

2. 最後のフレームの位置を修正する
120フレーム目の位置を修正します。

　　　　　　　　[TスケールＸ ]  　 [T スケールY]

5

1 3
2

4

6

7

1 	[ タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

2 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

3 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [CAM] タップに切り替えます。

4 	スライダーを操作して、カレントフレームを [120] にします。

5 	[ スケール ] ツールを選択します。

6 	[CAM] レイヤーをドラッグし、カメラサイズ（赤い枠）を調整
します。

7 	[X][Y] の各フィールドに数値入力してもカメラサイズ（赤い枠）
を調整できます。作例では図の通りに入力します。

　　　　　　　	 [T 位置Ｘ ]      [T 位置 Y]

1

2

3

1 	[ 移動 ] ツールを選択します。

2 	[CAM] レイヤーをドラッグし、赤い枠の位置を調整します。

3 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では図の通りに入力します。
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 10 T.U.（トラックアップ）の設定 3/ キーフレーム間の中割りを行う
[CAM] レイヤーの最初と最後にキーフレームを設定し、フレームの大きさと位置の中割りを実行します。

1. フレームの大きさの中割りを実行する
[T スケールＸ ]および [TスケールY] に非連続キーフレームを設定し、中割りを実行します。

3

1

2
4

5

1 	[タイムシート]ウィンドウで、[CAM]レイヤーの[入力パラメー
タ選択 ]メニューの表示を [TスケールＸ ]に切り替えます。

2 	ここでは最初から最後までを1つのキーフレーム区間にするの
で、[CAM] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックし
ます。

3 	[CAM] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示され
ます。

4 	[ 中割り ]パレットの [値 ]欄にある [非連続キーフレーム設定 ]
ボタンをクリックします。

6 	[ 中割り ] パレットの [中割り ] 欄にある [自動中割り ]ボタン
をクリックします。

7 	非連続キーフレームの間が自動的に中割りされます。

5 	[T スケールＸ ]の最初と最後のフレーム (1フレーム目と120
フレーム目 )に [ 非連続キーフレーム ]が設定されます。

6

7

9

8

8 	[CAM] レイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューの表示を [T
スケールY] に切り替えます。

9 	非連続キーフレームの間が自動的に中割りされているのを確認
します。

P O I N T

X・Y・Z 連動選択ボタンが ON の場合
[ 中割り ] パレットの [全般 ] 欄にある [X]、[Y]、[Z] 連動選択ボタンがONの場合にパラメータを変更
すると、同一カテゴリの別のパラメータにも変更が適用されます。
上記の作例では [Y] ボタンがONなので、[TスケールX] を中割りしたら [TスケールY] も自動的に中割
りされました。もし [Y] ボタンがOFFだった場合は、[TスケールX] を中割りしても [TスケールY] は
自動的に中割りされません。
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2. フレームの位置の中割りを実行する
[T 位置Ｘ ] および [T位置Y] に非連続キーフレームを設定し、中割りを実行します。

3

1

2
4

5

1 	[タイムシート]ウィンドウで、[CAM]レイヤーの[入力パラメー
タ選択 ]メニューの表示を [T位置Ｘ ] に切り替えます。

2 	ここでは最初から最後までを1つのキーフレーム区間にするの
で、[CAM] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックし
ます。

3 	[CAM] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示され
ます。

4 	[ 中割り ]パレットの [値 ]欄にある [非連続キーフレーム設定 ]
ボタンをクリックします。

5 	[T 位置Ｘ ] の最初と最後のフレーム (1フレーム目と120フ
レーム目 )に [ 非連続キーフレーム ]が設定されます。

6 	[ 中割り ] パレットの [中割り ] 欄にある [自動中割り ]ボタン
をクリックします。

7 	非連続キーフレームの間が自動的に中割りされます。

6

7

9

8

8 	[CAM] レイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューの表示を [T
位置Y] に切り替えます。

9 	非連続キーフレームの間が自動的に中割りされているのを確認
します。
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3. 中割りの確認を行う

120フレーム目　1フレーム目

1

1 	[ ステージ ] ウィンドウの [再生 /停止 ] ボタンをONにすると [ステージ ]上で再生が始まり、1コマごとの位置を確認できます。再生
速度は、タイムシートで指定された実際の速度と異なります。

	 再生を停止したい場合は、もう一度 [再生 /停止 ] ボタンをクリックします。

2 	カメラフレームの位置と大きさが自動的に中割りされているのがわかります。[再生 /停止 ] ボタンをもう一度クリックすると再生が停
止します。

 11 動きを確認する (RAM プレビュー )
正確なタイミングで映像の動きを確認したいときは、[RAMプレビュー ]を使います。

[ファイル]メニューから[RAMプレビュー]→ [実行]を選択すると、[レ
ンダリング ]ウィンドウが表示されてループ再生が始まります。
停止させるときは [Esc] キーをクリックします。
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 12 ファイルに書き出す
撮影したカットを、ムービーまたは連番画像ファイルとして書き出します。
ムービーファイルの書き出しの詳細は、『ファイルに書き出す』(⇒ P.135) を参照してください。

 13 撮影用タイムシートを保存する
作業が完了した撮影用タイムシート (*.tsf) のデータを保存します。
保存方法の詳細は、『撮影用タイムシートを保存する』(⇒ P.110) を参照してください。

 14 CoreRETAS を終了する
作業が完了したらCoreRETASを終了します。
[ファイル ]メニューから [終了 ] を選択すると、CoreRETASが終了します。

C O L U M NC O L U M N

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、中割りが終了した [CAM] レイヤー
の2つのキーフレームに挟まれた [データセル ]から任意の [デー
タセル ]を 1つクリックします。

2 	[ 中割り ] パレットの [中割り ] 欄に、選択中の [キーフレーム区間 ]
に現在設定されている中割りの [種類 ] が表示されます。作例では、
この2つのフレームの間は、[等速 ]( 一定の間隔 )で中割りされて
います。

	 （どの中割り方法が選択されているかは、それまでの操作の状況に
よって異なる場合があります）

	 例えばこれを [加速→減速 ]に変えると、パラメータがそのように
変化します。

	 中割り方法についての詳細は、第4章『応用編・撮影』（⇒P.205）
を参照してください。

作例のようにT.U. を行う場合でも、一定の速度で画面に寄っていく場合もあれば、加速しながら寄っていく場合もあります。
そのように2つのキーフレーム間の中割り方法の種類を、[中割り ] パレットの [中割り ] 欄にある [種類 ] で選択できます。

さまざまな中割りの方法

設定した中割りの [種類 ] は、後から変更できます。

中割りの方法を変更するには

1

2
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:
 CoreRETAS

撮影の流れ 3：Follow（フォロー）・SL（スライド）
03

ここでは、「Follow（フォロー）」「SL（スライド）」カットでの撮影の流れを説明します。

素材の準備
ここでは、背景と [セル ] をスライドさせる「Follow（フォロー）」「SL（スライド）」カットの撮影の流れを説明します。

操作の流れ
Follow、SLカットの撮影は、以下の操作の流れに従って行います。

サンプルデータには以下の画像が収録されています。サンプルデータ [C-001-0068]

BG Follow

SL In

Follow、SL　撮影イメージ

[- BG] フォルダ：[背景 ] 画像…1枚

[A] フォルダ：[A] セル画像…6枚

タイムシートファイルを削除する
サンプルデータ [C-001-0068] を開き、撮影の流れを学習するにあたって、不要なファイルを削除します。

1

1 	サンプルデータのディスクからハードディスクに [C-001-0068] をコピーした後、[-BG] フォルダおよび [A] フォルダ以外のファイル
を削除します。

CoreRETAS を起動する

ファイルブラウザで素材を確認する

撮影用タイムシートを作成する

セルバンクに素材を登録する

シート打ち 1（背景にセル番号を入力する）

シート打ち 2（A セルにセル番号を入力する）

背景に Follow（フォロー）を設定する

A セルに SL（スライド）を設定する

動きを確認する (RAM プレビュー )

ファイルに書き出す

撮影用タイムシートを保存する

CoreRETAS を終了する

レイヤーの設定を行う
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 01 ファイルブラウザで素材を確認する
CoreRETASを起動し、[カットフォルダ ]に入った素材を確認します。

 02 撮影用タイムシートを作成する
[ 撮影用タイムシート ]ファイルを作成します。

1. ファイルブラウザを開く
[ ウィンドウ ]メニューから [ファイルブラウザ ]を選択すると、[ファイルブラウザ ]が表示されます。

1. 撮影用タイムシートを作成する

1

2

1 	フォルダ [-BG] を選択します。

2 	フォルダ [-BG] 内の画像のサムネイルが表示されたら、画像を確認します。

3
4

3 	フォルダ [A] を選択します。

4 	フォルダ [A] 内の画像のサムネイルが表示されたら、画像を確認します。

1

2

3

4

5

1 	[ ファイルブラウザ ]で、これから新規にタイムシートファイル
を作成したいカットフォルダ [C-001-0068] をクリックして、
選択状態にします。

2 	[ ファイルブラウザ ]の [ 新規タイムシート ...] ボタンをクリッ
クすると、[新規タイムシート ]ダイアログが表示されます。

3 	[ タイムシート名 ]を入力します。

4 	図の通りに各設定項目を入力します。

5 	[OK] ボタンをクリックします。
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2. タイムシートウィンドウを開く

12

3
1 	選択したカットフォルダ内に [撮影用タイムシート ]ファイル
（*.tsf）が作成されます。

2 	[ 撮影用タイムシート ]ファイル [C-001-0068.tsf] のアイコ
ンをダブルクリックします。

3 	[ タイムシート ]ウィンドウが表示されます。

 03 セルバンクに素材を登録する
カット内で使用する画像を [セルバンク ]パレットに登録します。
[セルバンク ]パレットは [ウィンドウ ]メニューから [セルバンク ]を選択すると表示されます。

1. 背景をセルバンクに登録する
通常、背景の画像は [-BG] または「BG」などの名前のフォルダに保存されています。[-BG] フォルダ内にある背景画像を、同名のセルバン
ク [-BG] に登録します。 [ セルバンク ]パレットの [セルバンク選択 ]メニューで登録先を選択します。

1 2

1 	[ セルバンク選択 ]メニューから、[-BG] を選択します。左右のボタンで登録先を切り替えて選択することもできます。

2 	[ 登録 ...] ボタンをクリックすると、[ファイルを開く ]ダイアログが表示されます。

3 	[-BG] フォルダを選択します。

4 	画像ファイル [068.png] を選択します。

5 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

3
4

5

6

6 	セルバンク [-BG] に [-BG] フォルダ内の画像が登録され、自動的に連続した数字が割り当てられます。この数字を [セル番号 ]と呼び、
タイムシートで画面に表示する画像を指定する際に、この [セル番号 ]を使用します。

	 [ セルバンク ]パレットには、保存されている場所、サイズ、解像度などのファイル情報も表示されます。
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2. A セルをセルバンクに登録する
次は [A] フォルダ内の [セル ] を、同名のセルバンク [A] に登録します。

1 2

1 	[ セルバンク選択 ]メニューから、セルバンク [A] を選択します。

2 	[ 登録 ...] ボタンをクリックすると、[ファイルを開く ]ダイアログが表示されます。

3 	[A] フォルダを選択します。

4 	[ 選択ファイルのみ登録 ]チェックボックスが、図のように
OFFになっているのを確認します。

5 	[A] フォルダ内のファイルをいずれか1つだけ (例：Ａ0001.
cel) 選択します。

6 	[ 開く ] ボタンをクリックします。

3
5

6

7

7 	セルバンク[A]に[A]フォルダ内の画像が登録され、自動的に連続した数字が割り当てられます。この数字を[セル番号]と呼び、タイムシー
トで画面に表示する画像を指定する際に、この [セル番号 ]を使用します。

	 [ セルバンク ]パレットには、保存されている場所、サイズ、解像度などのファイル情報も表示されます。

4

 04 シート打ち 1（背景にセル番号を入力する）
まず、背景の画像を [タイムシート ]ウィンドウに登録します。

53

1

2
4

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[-BG] レイヤーの [入力パラメータ選択 ]メニューの表示が [セル番号 ]になっていることを確認します。

2 	[-BG] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

3 	[-BG] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示されます。

4 	[ パラメータ入力フィールド ]に半角数字の [1] を入力します。

5 	[Enter] キーを押すと、[-BG] レイヤーのすべてのフレームに [セル番号 ]の [1] が登録されます。
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 05 シート打ち 2（A セルにセル番号を入力する）
[A] セルレイヤーの画像を [タイムシート ]ウィンドウに登録します。このカットのタイムシートは、[A] レイヤーの [セル番号 ]が 1から
6まで3コマずつ続き、それがもう一度繰り返されます。このように [セル番号 ]を規則的に打ち込む場合には、ひとつずつキーボードか
ら手入力するよりも、[セル番号の自動入力 ]機能を使うと便利です。

3

1

2

1 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[A] レイヤーの [入力パラメー
タ選択 ]メニューの表示が [セル番号 ]になっていることを確認
します。

2 	[A] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

3 	[A] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示されま
す。

4

4 	[ タイムシート ]メニューから [セル番号の自動入力 ...] を選択
すると、[セルの自動入力 ]ダイアログが表示されます。

7 	[A] セルレイヤーのすべての [データセル ]に、指示通りの [セ
ル番号 ]が入力されます。

5 	各フィールドに数値を入力します。作例では [セルの「1」番か
ら「6」番までを「3」フレームずつ配置、を「2」回繰り返す ]
と入力します。

6 	[OK] ボタンをクリックします。

5

6

7

回数を限定しないで繰り返すには
[ セルの自動入力 ]ダイアログで [「0」回繰り返す ]と入力すると、
入力したセルの配置を、回数を限定せずにタイムシートの最後まで
繰り返します。
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 06 レイヤーの設定を行う
タイムシートの各レイヤーに対して、[スムージング ]、[ 合成モード ]、[ 透過指定 ]などを指定します。

1. CAM レイヤーにスムージングを設定する
[ ウィンドウ ]メニューから [レイヤー設定 ]を選択すると、[レイヤー設定 ]パレットが表示されます。

1 	[ 設定 ] タブをクリックします。

2 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[CAM] レイヤーを選択します。

3 	[ スムージング ]チェックボックスがONになっているのを確認します。

1 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[-BG] レイヤーを選択します。

2 	[ 合成モード ]が [ 通常合成 ]になっているのを確認します。

3 	[ 透過指定 ] が [ 全面不透過 ]になっているのを確認します。

2 1

3

2.-BG レイヤーに全面不透過を設定する

3. Ａセルレイヤーに白透過を設定する

1

2

3

1 	[ レイヤー選択 ]メニューをクリックして、[A] セルレイヤーを選択します。

2 	[ 合成モード ]が [ 通常合成 ]になっているのを確認します。

3 	[ 透過指定 ] が [ 白透過 ] になっているのを確認します。

1

2

3
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 07 背景に Follow（フォロー）を設定する
キャラクターが移動しているように見せるため、背景をずらす撮影を行います。

1. 位置調整の準備：環境設定を確認する
[ 編集 ] メニューから [設定 ] → [ 環境設定 ...] の順で選択し、[環境設定 ]ダイアログを表示します。
(MacOSXの場合は、アプリケーションメニューから [環境設定 ...] を選択します )

2. 位置調整の準備：ステージウィンドウで 1 フレーム目を選択し準備を行う
[ ウィンドウ ]メニューから [ステージ ]を選択すると、[ステージ ]ウィンドウが表示されます。

1 	[ 環境設定 ] ダイアログの [タイムシート ]を選択します。

2 	[中割り自動更新]欄の[キーフレームが未指定のパラメータにはキーフレームを自動作成しない]および[タイムシートからの入力でキー
フレームを自動作成 ]のチェックボックスがONになっていることを確認します。

3 	[OK] ボタンをクリックします。

1

2

3

1 	[ カレントフレーム ]が 1フレーム目になっているのを確認し
ます。

2 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューから [CAM] レイヤーを選
択します。

3 	カメラに映る範囲が赤い枠で表示されます。

4 	[ 画像 ] ボタンをONにすると、[カレントフレーム ]の画像の
配置状況が [ステージエリア ]に表示されます。

5 	[ ウィンドウ ]メニューから [中割り ] を選択すると、[中割り ]
パレットが表示されます。

6 	[ 全般 ] 欄にある [自動更新 ]ボタンが、図のようにONの状態
になっていることを確認します。

2

1

4

3

5

6

P O I N T

中割り自動更新の設定について
[ 中割り自動更新 ]欄の [キーフレームが未指定のパラメータにはキーフレームを自動作成しない ]および [タイムシートからの入力でキーフレームを自動作成 ]
については、第7章『応用編・設定』→『Step:01 環境設定』→『タイムシート』（⇒P.502）を参照してください。
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3.1 フレーム目の背景の角度を調整する
そのままでは背景の位置と角度が合っていないので、正しい状態に配置します。まずは角度を調整します。

1

2

5

4

3

6

1 	[タイムシート]ウィンドウで、[-BG]のレイヤーが[-BG]のタッ
プに接続されているのを確認します。

2 	[ タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

3 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

4 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [-BG] タップに切り替えます。

5 	[ 回転 ] ツールを選択します。

6 	ステージ上の背景をドラッグして角度を調整します。

7 	[Z] フィールドに数値入力しても角度を調整できます。作例で
は図の通りに入力します。

	 2Dモードの場合は、回転の角度を[Z]フィールドで設定します。

　　　 [T 回転 ]

7
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4. 背景の位置を調整する
[ ステージ ] ウィンドウで背景の位置を調整します。

5. 座標移動の確認をする
調整した背景の位置を確認します。

　　　 [T 位置 X]   　　　 [T 位置 Y]

1

2

3

1 	[ 移動 ] ツールを選択します。

2 	背景をドラッグして位置を調整します。 1 	[ ステージ ] ウィンドウの [再生 /停止 ] ボタンをクリックしてONの状態にすると、[ステージ ]上で再生が始まり、1コマごとの位置
を確認できます。再生速度は、タイムシートで指定された実際の速度と異なります。

2 	背景の1フレーム目の角度と位置は調整しましたが、まだ2フレーム目以降の座標が同じになっているため、背景は静止したままです。

3 	[ 再生 /停止 ] ボタンをクリックしてOFFの状態にすると、再生が停止します。

3 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では図の通りに入力します。

1フレーム目 2フレーム目以降

1

3

2



CoreRETAS

192

User Guide

193

6. 背景の自動中割りを行う
最初と最後のフレームに非連続キーフレームを設定して、背景の自動中割りを行います。

3

1

2

1 	[ タイムシート ]ウィンドウの [-BG] レイヤーの [入力パラメー
タ選択 ]メニューから [T位置X] を選択します。

4 	[ 中割り ]パレットの [値 ]欄にある、[非連続キーフレーム設定 ]
ボタンをクリックします。

5 	最初と最後のフレーム (1フレーム目と36フレーム目 )に [ 非
連続キーフレーム ]が設定されます。

2 	[-BG] レイヤーのレイヤー名表示部分をダブルクリックします。

3 	[-BG] レイヤーのすべてのフレームが選択され、反転表示され
ます。

6 	[ 中割り ] パレットの [中割り ] 欄の左にある三角形をクリック
して、詳細な設定項目を表示します。

7 	[ 種類 ] から [ フォロー ]を選択します。
	 [ フォロー ]は、スタート時の座標を決めれば、あとは1コマ

あたりの移動距離と角度を設定するだけで中割りができる中割
り方法です。

8 	[ 移動距離 ] に 1コマあたりの移動距離を入力します。

9 	移動の単位は [mm] を選択します。

10 	[ 角度設定 ] ボタンをクリックすると、[角度設定 ]ダイアログ
が表示されます。

4

5

5

6

7

8 9

10
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11

12

11 	[ 軸周り角度指定 ]を選択し、[Z軸周り ]に移動する角度を入
力します。

12 	[OK] ボタンをクリックします。

13 	[-BG] レイヤーのフレームが全選択された状態のままで、[中割
り ] パレットの [中割り ] 欄の項目にある、黄色い [自動中割り ]
ボタンをクリックしてONの状態にします。

14 	2つのキーフレームの間が、黄色い [自動中割り区間 ]に変化し、
[フォロー ]で中割りされた数値が登録されます。

15 	[ ステージ ] ウィンドウの [再生 /停止 ] ボタンをONにすると [ステージ ]上で映像の再生が始まり、1コマごとの背景の位置を確認で
きます。再生速度は、タイムシートで指定された実際の速度と異なります。

	 再生を停止したい場合は、もう一度 [再生 /停止 ] ボタンをクリックします。

図の 8 9および11の通りに入力すると、「最初の1フレーム目の位
置から、18度の方向に1コマあたり18mm移動する」という設
定で中割りされます。

13

14

1フレーム目 36フレーム目

15
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 08 A セルに SL（スライド）を設定する
キャラクターが画面に入ってくる (スライド・イン )ように見せるため、キャラクターが描かれた [A] セルに対して、SL( スライド )の設定
を行います。

1. スライド・インの開始位置（キーフレーム）を設定する

1

2

1 	[ タイムシート ]ウィンドウの [A] レイヤーが [♯ 01] のタッ
プに接続されていることを確認します。

2 	[ 入力パラメータ選択 ]メニューから [T位置X] を選択します。

　　　　[T位置X] 　　    [T 位置 Y]

3

7

5

6

4

8

9

3 	[ タップ編集 /レイヤー編集 ]ボタンが押されていることを確認
します。

4 	タイトルバーに [タップ編集 ]と表示されていることを確認し
ます。

5 	[ タップ・レイヤーの選択 ]メニューをクリックし、操作の対象
を [A] レイヤーが接続されている [♯ 01] タップに切り替えま
す。

6 	スライダーを左端に移動して、カレントフレームを [1] フレー
ム目に戻します。

7 	[ 移動 ] ツールを選択します。

8 	[A] レイヤーをドラッグし、スライド開始位置へ移動します。

9 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。
作例では図の通りに入力します。
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2. スライド・インの終了位置（キーフレーム）を設定する

10

11

10 	[ 中割り ]パレットの [値 ]欄にある、[非連続キーフレーム設定 ]
ボタンをクリックします。

11 	[タイムシート]ウィンドウの[A]レイヤーの1フレーム目に[非
連続キーフレーム ]が設定されます。

　　　　[T位置X]     　　 [T 位置 Y]

3
1

2

1 	[ ステージ ] ウィンドウの [フレームスライダー ]を右端へドラッグすると、そのカットの最後のフレーム (作例では36フレーム )が編
集の対象になります。

2 	[ 移動 ] ツールのまま [A] セルをドラッグして、最後に映る位置 (作例では原点 )へと移動させます。

3 	[X][Y] の各フィールドに数値入力しても位置を調整できます。作例では図の通りに入力します。

4 	[ 中割り ] パレットの [中割り ] 欄の [ 種類 ] から、[ 等速 ] を選択します。

4
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75

6

5 	[ タイムシート ]ウィンドウで、[A]セルの [T位置X]のパラメー
タが、自動的に [等速 ] で中割りされているのを確認します。

6 	[ 入力パラメータ選択 ]メニューの表示を [T 位置 Y] に切り替
えます。

7 	[T 位置 Y] のパラメータが、自動的に [等速 ] で中割りされて
いるのを確認します。

8 	[ ステージ ] ウィンドウの [全てのフレーム ]ボタンをクリックしてONの状態にします。

9 	[A] レイヤーのすべてのフレームが同時に表示され、中割りが正しく行われていることが確認できます。
	 もう一度 [全てのフレーム ]ボタンをクリックしてOFFの状態にすると、カレントフレーム以外のフレームが非表示になります。

9

8
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3. 設定した動きの確認を行う

1

2

2

1 	[ ステージ ] ウィンドウの [タップ・レイヤーの選択 ]メニューから [CAM] レイヤーを選択します。

2 	カメラに映る範囲が赤い枠で表示されます。

3 	[ ステージ ] ウィンドウの [再生 /停止 ] ボタンをクリックして、画像の動きを確認します。再生速度は、タイムシートで指定された実際
の速度と異なります。

	 再生を停止したい場合は、もう一度 [再生 /停止 ] ボタンをクリックします。

 09 動きを確認する (RAM プレビュー )
正確な速度で映像の動きを確認したいときは、[RAMプレビュー ]を使います。

 10 ファイルに書き出す
撮影したカットを、ムービーまたは連番画像ファイルとして書き出します。
ムービーファイルの書き出しの詳細は、『ファイルに書き出す』(⇒ P.135) を参照してください。

 11 撮影用タイムシートを保存する
作業が完了した撮影用タイムシート (*.tsf) のデータを保存します。
保存方法の詳細は、『撮影用タイムシートを保存する』(⇒ P.110) を参照してください。

 12 CoreRETAS を終了する
作業が完了したらCoreRETASを終了します。
[ファイル ]メニューから [終了 ] を選択すると、CoreRETASが終了します。

[ファイル]メニューから[RAMプレビュー]→ [実行]を選択すると、[レ
ンダリング ]ウィンドウが表示されてループ再生が始まります。
停止させるときは [Esc] キーを押します。
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